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  ギタリストインタビュー〜Dominic Miller

  


  スティングのサポートギタリストを長年つとめ、ソロではギターのインスト音楽での活動もしているドミニク・ミラー。影響を受けた音楽やフィル・コリンズやスティングとの出会い、その中でどのような意識で活動をしているか、ギタリストとはどうあるべきかを感じることができるインタビューとなっています。
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  ■いかにシンプルに自分の技術を曲に捧げられるかということが大事なんだ

  

  -音楽を始めたきっかけを教えていただけますか。

  

  ドミニク・ミラー(以下、ドミニク)：僕はアルゼンチン生まれで、子供の頃はアルゼンチンのフォークミュージックやブラジル、ベネズエラなどのサンバが常に自分の周りにある環境の中にいたんだ。食事の後のキッチンで、よく姉と一緒に聴いていたね。それで、ギターも姉にどういう風に弾いているのかコードを聴いたりしていたんだ。これが音楽を始めたきっかけで、これらはすぐに卒業してブラジル音楽を始めたんだ。ビートルズやローリング・ストーンズも聴き始め、彼らから学んだことはとても多いね。

  

  -子供の頃にアメリカに移っていますね。

  

  ドミニク：11才の時で、この頃からいろいろな音楽を聴くようになった。ブルース、ジャズ、昔のR&B、ソウルミュージックなどかな。ここで視野が大きく広がったね。ミュージシャンでいうとジェイムス・テイラー、キャロル・キング、ボブ・ディラン、ポール・サイモン、スティーヴィー・ワンダーなどだ。アルゼンチンを出た後は、アメリカやヨーロッパの音楽をたくさん聴くようになったね。

  

  -ギターはどのようなジャンルを演奏されていたのでしょうか。

  

  ドミニク：姉からギターを教わり、両親から先生を紹介されて15才からクラシックギターを始めたんだ。クラシック音楽がとても好きになったね。クラシックギターは今でもうまくないけど(笑)。

  

  -ラテンやポップな音楽を聴いてはいても、演奏はクラシックだけだったのでしょうか。

  

  ドミニク：いや、アルゼンチンにいた11才まではラテン音楽やビートルズの曲を弾いていて、15才まではアメリカ、ヨーロッパのいろいろな音楽の曲を弾いていたね。周りはビートルズなどが多かったけど、13,4才の頃はボサノヴァをよく弾いていた。ジャズも演奏していて、ジャズのコードやリズムはボサノヴァから使えたね。

  今でもボサノヴァで得た知識を利用して曲を作っているよ。エレキギターでロックを演奏する時も、この時のラテンアメリカの影響というのは色濃く残ってるだろうね。

  

  -クラシックギターを勉強し、その後バークリー音楽大学に行かれてますね。

  

  ドミニク：16才の時だね。この時には絶対に音楽で生きていくと決めていたので、バークリーを選んだんだ。自分の道がわかっていたので、同年代の人たちとは考え方も違っていたよ。僕は目が覚めて、過去のことは考えずに前に進むだけだった。この時、僕は悪魔に魂を売ったんだ(笑)。

  

  -バークリー音楽大学というのはジャズ中心の学校だと思います。

  

  ドミニク：バークリーで学んだのは音楽理論というよりは、ミュージシャンとしてどのように生きていくかということだね。ミュージシャンとしてどうすれば成功していくかということだ。もちろん価値のある音楽理論も勉強していたよ。

  

  -最初はサポートなどの仕事をされていたのでしょうか。

  

  ドミニク：19才の時にはバーやクラブで演奏する仕事を始めたんだ。自分の作った曲を演奏していたね。自分の音楽にはクラシックやボサノヴァなどが全て含まれている。なので、レストランやクラブなどのBGMとして重宝されたんだ。これは自分にとっていい練習であったし、お金をもらうこともできた。こういった所でいろいろな人と知り合うことができ、連絡をもらうようになったんだ。これらの連絡から、演奏の依頼を全部引き受けてどんどんセッションしていき、機会も増えて規模も大きくなっていった。

  1980年代中頃からスタジオでの仕事が増えてきて、自分にはいろいろな音楽に対応できるスキルがあることがわかってきた。エレキギターも弾いていたよ。そして、1980年代の終わりにフィル・コリンズと出会い、自分の人生に大きな変化が現れたんだ。ここで扉が開いたね。彼の最大のヒット曲の一つでもある「Another Day In Paradise」でアコースティックギターを弾くことができたんだ。フィル・コリンズは最初はアコースティックギターを入れるつもりはなかったのだが、たまたま僕がギターを弾いていたら、それを聴いて「これでいこう」という話になったんだ。

  

  -1990年代になってからはスティングのサポートをされていますね。

  

  ドミニク：フィル・コリンズがプロデューサーで、スティングの作品を作るという話から始まった。僕はフィル・コリンズと一緒に演奏しているということで、80年代後半にはだいぶ名前が知られるようになっていたね。そんな中で、スティングがギタリストを探しているということで推薦されたんだ。

  この時はオーディションがあり、スティングの「Fragile」を知っているかと聴かれたけれどラジオで少し聴いたことがあるくらいだった。それでもこの曲を聴くと、これなら自分でも演奏できると感じたね。子供の頃にラテンアメリカで育った土壌があるので、すぐに対応ができたんだと思うよ。

  「Fragile」という曲のアプローチやリズムが自然に自分の中にあり、すぐに対応ができたんだ。それをスティングが気に入ってくれたんだね。

  

  -フィル・コリンズに紹介されたからといって、すぐにメンバーになった訳ではなかったんですね。

  

  ドミニク：フィル・コリンズは自分の人生で最も重要だと思っている。自分のキャリアの中でフィル・コリンズが重要という意味ではなくて、彼によってセッションの中の重要さというものを、始めて勉強できたことだ。そこで学んだことは、ただ曲を演奏するということだけではなく、いかに自分自身をその曲に捧げることができるかということだ。フィル・コリンズに会うまではスタジオに呼ばれても周りの人をどうやって驚かすか、どうやって印象に残すかなど、自分を大きく見せることだけを考えて弾いていたけれども、フィル・コリンズと出会って、初めて自分が曲の一部になるということを学ぶことができた。そこからは曲に何が合うかということを自分で考えて、いろいろな人が使ってくれるようになったんだ。今自分が演奏しているものは、練習をすれば誰でも弾けるようになると思うよ。しかしそういったことではなく、いかにシンプルに自分の技術を曲に捧げられるかということが大事なんだ。
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  ■ギターの音楽というのが、自分にとって一番純粋な音楽なんだ

  

  -スティングとのツアーとはどのようなものでしょう。

  

  ドミニク：スティングとツアーをするということは、想像を超えたことばかりだ。25年たっているけれども、毎日頬をつねって夢じゃないかと思ってるよ(笑)。スティングと一緒に演奏するのはとても高いレベルが必要だし、そこにいるミュージシャンは素晴らしいミュージシャンばかりなので、彼らと演奏できるのはすごいことなんだ。もし、そういう条件で演奏したいのならば、他の人がどのように演奏しているのかを聴くということがヒントになるだろう。スティングと一緒に演奏しているミュージシャン達が何をしているかというと、僕によく聴こえるように演奏しているんだ。だから僕も彼らによく聴こえるように演奏している。それは一番のヒントだと思うよ。サッカーのチームのようだね。ミュージシャン以外のスタッフたちともチームとして連帯している。彼ら一人一人に大事な役割があるんだ。

  

  -スティングのサポート以外でもソロの活動をされています。ファーストアルバムはギター中心のインストゥルメンタルですね。

  

  ドミニク：ギターの音楽というのが、自分にとって一番純粋な音楽なんだ。普段の仕事では歌手がいて、その後ろで弾くというのがほとんどです。普段の仕事はもちろん好きだし感謝しているけれども、その反動のようにギター音楽を一人で演奏するというのも好きなんだ。自分のきっかけでもあるブラジル音楽などは、今でも一人ですぐにやりたくなる音楽だね。

  インストは背景が浮かぶ、説得力がある音楽だと思っている。聴く人によって、ストーリーを自分で作ることができるんだ。

  

  -「Shapes」というアルバムはとても印象的でした。バッハなどのクラシック音楽をとてもユニークな解釈をしていたと思います。

  

  ドミニク：レコード会社からいい機会をもらったね。クラシックの音楽をやらないかと言われたのだが、最初はクレイジーなアイデアだと思ったよ(笑)。自分がジュリアン・ブリームのようなクラシックギターは弾けないとわかっていたので、一つ条件を出したんだ。クラシック音楽を、まるで去年友達同士で作ったようなアレンジにしてもいいならやってもいいと。そして、クラシック音楽という考え方ではなく、単純に美しい楽曲としてとらえられるようにアレンジしたんだ。すごくいい音楽になったと思うよ。

  

  -「Decca」というレーベルはクラシックの名門レーベルだと思います。そういったアイデアに反対は出なかったのでしょうか。

  

  ドミニク：Deccaのユニバーサルのクラシック部門で、変わった機会を与えてくれたと思うよ。このアルバムは2003年にリリースされたけれども、当時クラシック音楽のクロスオーバーが流行ってたんだ。その時流に乗ってしまったかなというのは少し反省している。僕のやりたいことというより、マーケティングが勝ってしまったのかなというのもあります。ただ、ストリングスが少し多かったかなとは思うけど、作品はとても気に入っているよ。すごくいい経験になったね。

  

  -「シャコンヌ」には歌も入っていましたね。

  

  ドミニク：ブエノスアイレスの友人のAlejandro Lernerが歌ってます。アルゼンチンでは有名なポップスターだよ。シャコンヌはギターで勉強をしたけれども、最初の4つのコードはポップスにぴったりだと以前から思っていたので、今あるどんな曲よりもモダンではないかと考えたんだ。このヴォイシングは、これ以上新しいものはできないのではないかというくらい素晴らしいものだね。

  

  -「Shapes」がリリースされた少し後だと思いますが、日本のクラシックギタリスト村治佳織さんのアルバムに参加していますね。

  

  ドミニク：彼女は素晴らしいギタリストだね。一緒にレコーディングする機会をもらったのはありがたいと思っているよ。

  

  -どういった経緯でアルバムに参加されたのでしょうか。

  

  ドミニク：彼女のマネージャーからのアプローチだった。そこで彼女のアルバムを聴いて、こんなにうまいギタリストは聴いたことがないと思ったよ。世界でもトップクラスじゃないかな。とても可愛らしくいい人だしね。

  

  -他に日本のミュージシャンと共演したことはありますか。

  

  ドミニク：THE BOOMの宮沢和史のアルバムに参加している。僕はいつでも誰とでもやるよ(笑)。
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  ■自分でも驚いたけれども、爪を使わない音の方がとてもよく思えたんだね

  

  -ニューアルバム「AD HOC」についてお聞きしたいと思います。どのようなアルバムでしょうか。

  

  ドミニク：アコースティックのインスト音楽だね。僕が影響を受けた音楽だと思います。僕の人生の旅の中で、ここにいるということだ。全てが自分のオリジナルという訳ではなく、いろいろな影響を受けている。自分のレコードを作っていくことが自分のオリジナルになるということであり、それが自分の足跡となっている。ジャズ、クラシック、ラテン、パンク、ブルース、全てのジャンルから影響を受けてきたものを一つの形にしたもので、僕の中では素晴らしい形になっていると思う。とても明るい、ハッピーなアルバムだよ。僕はハッピーな男なので(笑)。参加してくれたミュージシャンも素晴らしいんだ。パーカッションのRhani Krija、トランペットのSebastian Studnitzkyなど皆ベストプレイヤーだ。

  

  -タイトルの「AD HOC」というのはどのような意味なのでしょうか。

  

  ドミニク：ラテンで即興で何かをやるということかな。こういう予定があっても違う方向にいくといったようなものだね。プランがあって、その周りを踊っているような音楽だ。ハーモニーやメロディは真ん中にあって変わらないけれども、それ以外の演奏は即興性があるものだね。

  

  -具体的な奏法について少しおうかがいします。右手は爪が短いようです。指の腹で弾かれるのでしょうか。

  

  ドミニク：そうだね。こちらの方が丸い音が出るので好きなんだ。でも実は、エレキギターでロックを弾くと爪が全部削れてしまうので短くなってしまうんだよ(笑)。エレキギターはもちろんピックで弾いていたが、どうしても爪が弦にあたり削れてしまうんだ。爪にピンポン球を貼ったりいろいろ試したけれども、ダメだった。なので、爪が短くても弾ける練習をしたんだ。そうしたら、自分でも驚いたけれども、爪を使わない音の方がとてもよく思えたんだね。

  随分昔の話だけれども、自分の人生の中で一番いい決断をしたと思うよ。音が暖かく柔らかい。速いフレーズを弾くのは不利だろうけど、僕はそういうのは弾かないからね。

  

  -使用しているギターについてお聞きしたいと思います。どちらのメーカーのギターを使われていますか。

  

  ドミニク：日本のヤイリだよ。トーレスモデルだね。ナイロン弦でフィッシュマンのピックアップが入っている。サイドバックが長年乾燥させたメイプルで、とてもきれいなギターだ。これは手作りのカスタム製なんだ。これは2本目で、1本目は宮沢和史さんにもらったんだ。2004年だったかな。最初はボディが小さかったので子供用かなと思ったけど(笑)、音を出したらすごかったんだ。

  

  -カラーはブラックでしょうか。

  

  ドミニク：2本目のはブラックだ。和史さんからもらったのはナチュラルだね。ナチュラルのは家に置いて、ツアーで使うためにブラックのを作ったんだ。ブラックの方がロックっぽいだろ(笑)。

  ヤイリのカスタムはとてもいいね。完成まで6ヶ月くらいかかったが、すべて手作りで普通の製造ラインのものではないんだ。 学生とかにどこのメーカーの楽器を買ったらいいか聞かれることがよくあるけれど、僕はいつもヤマハと答えてる。ヤマハは問題がないギターなんだね。個人の製作家が作るギターというのは取り扱いに気をつけなければいけない。一人で作った車なんて誰も買わないと思うが、ギターでは一人で作られているものがある。ギターはパーツによって加工方法が異なっている。個人製作家の高いギターをこれまでたくさん見てきたが、よく見るとどこかがやり過ぎだったりするところがある。高ければいいという訳ではないんだね。ギターを製作した長いキャリアが必要だろう。ヤイリのカスタムラインにはパーツごとにスペシャリストがいて、一人で製作しているよりも安定していると思う。ヴァイオリンのストラディバリウスは一人で作られているように、もちろん例外もある。僕のギターは作るのに6ヶ月かかっているけれども、そんなに高くないよ(笑)。でももっと高い値段でもいいと思っている。

  

  -これまで日本にはどのくらい来られていますか。

  

  ドミニク：7,8回じゃないかな。日本はとてもいい国で大好きだね。

  

  -今回の来日はいつ以来なのでしょうか。

  

  ドミニク：3年前くらいにスティングのシンフォニーのツアーで来ているよ。日本武道館だったね。

  

  -日本でソロのライブはされているのでしょうか。

  

  ドミニク：いや、やってないんだ。こうやって日本に来て、ソロギタリストとしてインスト音楽をやっていることを知ってほしいね。スティングのツアーで忙しい時期も多いけど、これからはソロでもどんどん来ることを知ってもらうために、今ここにいるんだ。日本には熱心なファンがいて、ヨーロッパまで来てくれる人がいる。でも僕が来た方が早いよね(笑)。日本にはインストの音楽を理解してくれる人がたくさんいるので、もっと日本に来るべきだと思ってるんだ。

  

  -スティングのツアーでは全世界廻っていると思いますが、ソロでもいろいろな国でツアーなどされているのでしょうか。

  

  ドミニク：ヨーロッパはどこでも行ってるよ。南アメリカも行くし、アジアツアーもしている。韓国はとてもよかったね。毎年のスケジュールとしてこれからは日本もリストに入れたいね。スティングとは1年のうち8ヶ月は一緒にいるけれども、残りの3,4ヶ月はソロの仕事をしたいんだ。僕の自由時間は1ヶ月で十分だね(笑)。

  

  -最後に日本のギターファンにメッセージをお願いします。

  

  ドミニク：ギターは最高の楽器です。だから、あなたが選んだ楽器は正しい。ギターは小さなオーケストラだ。旅行にも持っていってどこででも弾ける、最適な楽器です。

  

  【2014年10月12日東京にて】


  


  

  Dominic Miller　http://www.dominicmiller.com　

  

  1960年アルゼンチン、ブエノスアイレス生まれ。

  11才でアメリカに移住。

  ボストンのバークレー音楽学校を卒業。

  クラブなどの演奏、様々なミュージシャンのレコーディングに参加し、1989年にフィル・コリンズの「..But Seriously」でギターを演奏。

  1991年にスティングの「The Soul Cages」のレコーディングに参加、以降スティングのツアーに参加し、現在まで続く。

  1995年初のソロアルバム「First Touch」 をリリース。

  1998年にThe Boomの宮沢和史のソロアルバム「Sixteenth Moon」に参加。

  2004年に クラシックギタリスト村治佳織のDecca移籍第1弾のアルバム「Transformations」で共演。

  2014年ソロのニューアルバム「 AD HOC」をリリース、ソロ活動にも力を入れている。


  [広告]sign-pole records
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  ギター工房探訪〜Ikko Masada Guitars

  


  藤沢に工房を構える政田一光さんに、これまでの経歴やギター製作のコンセプトなどをお話いただきました。フィンガースタイルに適した繊細で美しい音色の魅力をお伝えいたします。

  

  【バックナンバーAcoustic Guitar World vol.6より】

  


  ■音という目に見えないものを作り出すという仕事に惹き付けられました

  

  -ギター製作を始めたきっかけはどのようなことでしょうか。

  

  政田一光(以下、政田)：製作に興味を持ったのは1996年くらいだったと思いますが、当時大学生で卒業後の進路を決めなければいけませんでした。当初はギターを趣味で弾いてはいましたが、ギター製作家ということは考えていませんでした。若い頃から会社勤めというのが少し嫌な気持ちがあり、一人で仕事をする職人的なことに憧れはありました。いろいろ考えていたら、アコースティックギター・ブックだったと思いますが、夢弦堂というギター工房の西貝さんがロバート・ベンの特集を書いていました。自分が目に見えないもの、掴みどころのないものに興味があったので、この記事を見て惹き付けられましたね。当時は工場生産のギターがメインで、個人の製作家のギターを楽器店で見かけることはほとんどなく知識もありませんでした。専門誌の記事を読んでこういう仕事をしている人が日本にいるのかと思い、魅力的に感じたんです。そこで、マーチンのギターキットを作ったという記事も見て、このキットを購入しました。これがギター製作のきっかけですかね。

  道具も全く無かったし、ギターを作れる環境でもなかったのでそのギターキットは1年くらいかけて、塗装まで仕上げていきました。この時間がとても楽しく、没頭できたんですね。今までこれほど没頭できるものというのがなかったです。ギターを作っている途中は仕事を探す時期でもあったので、最終的に製作家を目指す事を決めました。

  

  -最初は何かしらの職人と考えていたのでしょうか。

  

  政田：職人になりたいと考えていた訳ではないですが、憧れに近い仕事ではありました。たまたま自分がギターを弾いていたということと、いろいろ紹介されていた記事などを見て、ギター製作とは木工ではありますが、形を作るというよりは音作りがメインで、音という目に見えないものを作り出すという仕事に惹き付けられました。

  

  -大学を卒業してすぐにロバート・ベンに行かれたのでしょうか。

  

  政田：西貝さんの記事に全体の流れや費用のことまで載っていたと思います。大学生だし卒業してすぐには行けなかったのですが、在学中から時間があったのでアルバイトで渡航費を貯めて、卒業半年後くらいに行きました。ロバート・ベンに入ったのは1998年秋のクラスです。

  

  -日本からロバート・ベンに行かれている方は多いですが、どなたか一緒だった人はいますか。

  

  政田：僕がいたクラスに日本人は5人いたのですが、今でも製作をされているのは大屋建さんです。僕の前のクラスも日本人は4,5人いたようですね。今のようにインターネットの環境はなかったので、ロバート・ベンも雑誌などでないと知るきっかけはなかったと思います。たまたま紹介された直後に行ってますが、他に選択肢は無かったですね。クラシックギターの製作は個人の製作家に弟子入りするというのが一般的ですが、アコースティックギターではそういう人はいなかったですね。日本の専門学校もありましたが、アコースティックギター専門ではなかったと思います。

  

  -ロバート・ベンはどのくらいの期間でしたでしょうか。

  

  政田：製作が4ヶ月、リペアが1ヶ月の5ヶ月でした。その中でアコースティックギターとエレキギターを1本ずつ製作します。あとは時間があったらアコースティックギターでもエレキギターでもどちらかを作れるというものでした。短期間であり、基本的な工程といった奥深いものではないですが、理屈を学べるというのは一番手っ取り早かったので、いい選択肢だったと思います。

  

  -ちなみに政田さんは英語は話せたのでしょうか。

  

  政田：いいえ、全く話せません(笑)。ロバート・ベンの記事を見てギターキットを作ったのは、英語が話せいないので基本的な構造を理解していないと講義を受けたとしても無駄になる時間があるのではいかと思い、キットを作ることで情報を集めました。他の日本人に英語が達者な人がいたので、後から講義のおさらいをしてもらいました。大分助かりましたね。英語が話せない事に不安は感じなかったんです。結局は作業が中心になると思っていて、そこは見ていれば何とかなるだろうと(笑)。英語の勉強までしていたらロバート・ベンに行くのがもっと先になっていたでしょうね。

  

  -ロバート・ベンを卒業したらすぐに帰国されたのでしょうか。

  

  政田：そうですね。就労ビザではなく短期のビザだったので帰らなくてはいけなかったです。半年だったので日本の個人製作家の環境というのは変わっておらず、帰ってから時間を空けたくなかったのでギター関係の仕事を探しました。日本ではアコースティックギターといえばヤマハやモーリスといったメーカーの存在が大きかったので、最終的には個人で独立するのが目標でしたが、メーカーを一度みておきたいと思い、モーリスで働くことになりました。帰国して半年後くらいからですね。
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  -ギターの製作の部署だったのでしょうか。

  

  政田：僕が最初に配属されたのは製作ラインではなく、資材の管理や製作に入る前の作業が主でした。製作にも少し入っていて、ネックのブロックをつけたり、サイドを曲げたり、材を製材してブックマッチに張り合わせるような作業などをしていました。それ以外は完成したギターの梱包など、何でも屋のような部署でしたが、材料の管理をしている所なので、膨大な数の材を見れた事は良かったですね。材はモデルごとに選別していました。製作ラインの一工程だけをやるよりも、後々の役にたっていると思います。個人では月に何千セットとかは見れないですからね。材のばらつきや質を見分けたりする方法を勉強できました。

  

  -モーリスはどのくらいの期間働いていたのでしょうか。

  

  政田：2年くらいです。1年くらい経った頃から修理の仕事を手伝ったり、ラインの工程に呼ばれて手伝わされたりもしていました。その頃、家では自分のギターを作り始めていました。長野の松本にはモーリスに2年いて、その後は違う仕事をして合計8年くらいいました。独立するには材料や道具が必要でしたので資金を貯め、環境を整えていたら8年かかりました。大分長かったですね。その間、六畳一間で端に簡易の塗装ブースを設けて、ギターを作っていました。周りからは怪しく見えたでしょうね(笑)。
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  ■誰かの製作方法を参考にしなくても得られる情報があったと思います

  

  -8年の準備期間を経て、工房を立ち上げたのでしょうか。

  

  政田：2008年に神奈川の相模原に、長野の環境を移しました。展示会のイベントにも初めて出ましたね。当時製作していたのは展示向けです。最初から製作で売れるものではないので、ホームページを立ち上げて、個人から請け負うリペアをやっていました。相模原には4,5年いたのですが、2年目くらいの時に知り合いで、趣味でハワイアンのバンドをやっている人からシダーのギターを作らせていただきました。そういったことから、少しずつ長い時間かけてここまで来た感じです。

  

  -製作されているギターも拝見しますと、フィンガースタイル向けに見受けられます。

  

  政田：そうですね。僕は独立した年齢が早くないですし、製作のコンセプトは立ち上げ当初から決めていました。どちらかといえばフィンガースタイルといいましょうか、ソロで弾いている人もそうですが、インストゥルメンタルのバンドでギターが中心に演奏している人たちも対象に入れたコンセプトで作っています。ストロークかフィンガーかと言えばフィンガースタイルと言えるでしょう。

  

  -中心のモデルはどのようなモデルでしょうか。

  

  政田：「Model A」(http://masadaguitar.webcrow.jp/models-a.html)という、マーチンでいうとOOOモデルくらいの大きさのモデルを立ち上げ当初から作っています。僕は最初からコピーをしていなくて、オリジナルのシェイプで作っています。これを最初から続けられてきているのはよかったですね。

  

  -形状はOOOと結構異なるようですね。

  

  政田：そうですね。くびれから下のふくらみは1cmくらい大きくなっており、上の部分は少し小さく丸みをつけています。OOOに比べるとくびれも若干強めにつけていて、音の分離感、バランスを重視しています。

  

  -どのようなブレイシングでしょうか。

  

  政田：いろいろ試しましたが、通常のXブレイシングに2本トーンバーが入っているタイプです。スキャロップはあまり深く入れていません。それによって分離感の良さや、音の芯の強さにつながっています。

  

  -参考にしているギターというのはあるのでしょうか。

  

  政田：ロバート・ベンで学んで以降、個人の製作家に学んだ事が全く無いので、独学に近いと思います。強く参考にしている人というのはいないですね。製作家の工房に行って見る機会というのはほとんどなかったです。

  

  -アーヴィン・ソモジ氏は工房で働くだけではなく、ワークショップなども行っているので、日本でも影響を受けた製作家は多いと思います。政田さんのギターは奇抜ではないですが、誰かに似ている、というイメージもなかったので気になりました。

  

  政田：作りを参考にしているというものはないですね。アメリカではジェフ・トラゴットやエド・クラクストン、ソモギさんのギターを弾いたことはあって、どういう音がしているかというのを知ったくらいです。そういう記憶を頼りにしているところはあるかもしれないですね。今はこのシェイプとブレイシングで落ち着いてますが、僕が独立前に作っていたギターはXブレイシングにファンブレイシングを足したりしていました。時間をそこにかけられた分、誰かの製作方法を参考にしなくても得られる情報があったと思います。

  

  -ご自身で試行錯誤されてきたのですね。

  

  政田：そうですね。どちらがいいという訳ではないですが、僕が今思うのは、ヴォイシングについてソモギさんも今でもメインで教えてると思いますが、そういうことを個人の製作家に教えてもらった方がいいと思います。ロバート・ベンではヴォイシングを教えてなかったです。当時、ヴォイシングを教えないのかと聞いたところ、個人的な感覚に頼るところがあり、基本的な考え方というものがないので教えられない、と言ってました。ギター製作の芯になるところなので、独立前も今でもヴォイシングの勉強を続けています。独学でやられている方はみんなそうなんでしょうね。

  材の厚さにしてもブレイシングの高さといった強度としても、独学の人はコピーから始めるか、自分で試行錯誤して、どこまで強度を落とせるかなどに合わせていくのとかは時間がかかりますね。

  

  -製作家はどんどん追求していきそうですね。

  

  政田：満足したらこの仕事は終わってしまうところがありますからね。一番追求しがいがあるところだと思います。
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  -他にはどのようなモデルがありますか。

  

  政田：Model Aより小さくなるModel C(http://masadaguitar.webcrow.jp/modeles-c.html)と、大きくなるModel GAがあります。Model Cはクラシックギターに近いサイズです。OOほど小さくないですが、抱えやすくある程度ボリュームがあり、芯が強くバランスがいいモデルです。Model GAは何年か前にプロトタイプを作ったのですが、シェイプをマイナーチェンジのように変更して製作しています。

  全体の方向性として、芯が強くバランスがよいというコンセプトは同じで、どちらもオリジナルの設計です。バランスがいいというのは平均的に鳴るというのではなくて、いろいろなバランスの取り方があります。まずボリュームなどがある程度のレベルに達して、その中で低音や高音のどこに焦点を当てるかということになります。低い音から高い音まで平均的に鳴っているというのがバランスがいいとは思っていません。例えば低音に焦点を当てたいのであれば、限られたシェイプの中で面積を大きくとります。高い方に焦点を当てたいのであればミドルモデルか小さいモデル、というように使い分けています。

  

  -Model GAはModel Aに比べるとくびれがやわらかいようですね。

  

  政田：そうですね。上部はModel Aと同じサイズで、くびれが少し太くなり、下部が20mm大きくしています。

  

  -あまり他では見ないシェイプだと思います。

  

  政田：そうかもしれません。自分で作ったモデルを少しずつ設計変更しているので、何かに近いと言われるとMDに近いのかもしれませんが、MDとSJの中間といったところでしょう。

  

  -ネックはどのようなスタイルでしょうか。

  

  政田：ダブテイルジョイントでトラスロッドが1本入っています。

  

  -あと、カッタウェイが多いように見受けられます。やはりフィンガースタイルだとカッタウェイの方が多くなりますか。

  

  政田：そうですね。要望が多いです。今はほとんどカッタウェイですね。

  

  -材質はどのようなものを使っていますか。

  

  政田：トップで一番多いのはシトカスプルースです。芯がはっきり出る材なのでコンセプトに合っています。ジャーマンやヨーロピアンも使っていて、アディロンダックも結構多いですね。サイドバックはインディアンローズウッドとマダガスカルローズウッドが多いです。ハカランダも何本か作りましたがそれほど多くはないですね。

  

  -他にどのようなものな特徴がありますか。

  

  政田：最近やってる人も増えているようですが、サイドにブレイシングを入れています。マーチンでは昔から割れ止めということでテープを貼っているのが多いと思います。今はラミネイトにする人も増えていて、サイドを固めてトップの振動効率を上げています。ただ、それだと重くなるんですね。確かにサイドを振動させないように固めると音は効率よく前に出るようになるのですが、楽器が重くなるのと、弾いてる人はあまり気持ちよくないのではという印象があります。やはり緩くするとサイドが振動を吸収してしまうので、サイドを振動させずに重くならないようにした結果、ブレイシングを貼っています。左右に5本ずつ貼っていますが、部分的に動きやすい所があるので、もう少しブレイシングを高くしたり本数を増やしてもいいかと思っています。どれくらいの効果があるかわかりにくいですが、悪くないと思います。重いと疲れますからね(笑)。

  

  -サイドにブレイシングを貼ると、ライニングを削らなければいけないようですね。

  

  政田：そうですね。最初にサイドのブレイシングを貼らなければいけないんです。これが無ければライニングを一気に貼れるのですが、それができなくなるのは手間ですね。サイドのブレイシングを貼ってから、ラインニングをパーツごとに入れていく感じです。場所ごとに角度や長さが変わるので結構手間はかかります。でも見た目はきれいになりますね。

  

  -見た目はシンプルですが見えない所にオリジナリティが強いですね。

  

  政田：目立たないながらも気付く人なら気付くという所に力を注いでいるのは性格ですかね(笑)。あと、あまり奇抜なデザインにしたくないという意識があります。今までメーカーや個人製作家が積み重ねてきたものを継承したいという意識があります。
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  ■安心感のあるギターを作りたいですね

  

  -少し前からコブクロの小渕さんが政田さんのギターを使用されてますね。これは楽器店で購入されたのでしょうか。

  

  政田：そうですね。渋谷のハートマンギターズに1本だけ隅の方に置いてあった思う(笑)ギターを小渕さんがたまたま見つけて、気に入っていただけたようです。

  

  -弾き語りのミュージシャンがフィンガースタイル向けの個人製作家のギターを使用するのは結構珍しいと思います。

  

  政田：僕も何でだろうと思いました(笑)。購入前にご本人から電話があったんです。気に入ったので購入を検討しているということでした。お店には1本しかなかったので、もし他にサンプルなどで試奏できるものがあったら比べてみたいということでした。ちょうどアディロンダックのトップとマダガスカルのサイドバックがあったので、それと比べていただき、お店に置いてあったシトカのトップ、インディアンローズのサイドバックのモデルを選んでいただきました。丁寧な方で、購入した後もご連絡をいただきました。その後何回か電話をいただきお聞きしたのですが、ツアーの直前にモチベーションを上げるためにいつもギターを購入するということです。それをツアーで使用するということと、何故このギターを選んだかというと、ソロでインストゥルメンタルのアルバムを作るので、こういうギターを使用したいということでした。それまではカッタウェイのモデルはほとんど使ってないようですね。カナダのウィリアム・ラスキンくらいでした。今回は伴奏ではなく、リードで使うギターを探していたということです。

  対談することになりまして、その時にお聞きしたのは、、コンサートツアーでもこのギターを使ったということです。インストだけではなく歌いながら弾いていたようです。ありがたいですね。

  ハイポジションでもよく鳴ると言っていただきたり、このギターはフィンガースタイル向きのギターだという認識を持っていたのは、面白かったですね。

  インストのアルバムでは普段自分が歌っている旋律で使っていただいてます。

  

  -弾き語りで活躍しているミュージシャンはマーチンやギブソン、ヤマハ、ヤイリなどのメーカー製を使用しているのが目立ちます。手工製作家のギターは楽器店にあまり並ばないので知らない人も多いと思います。

  

  政田：小渕さんはハンドメイドのギターが置いてある楽器店に頻繁に行っているようです。今回はタイミングがよかったと思います。個人のギター製作家に会うのは初めてと言ってましたね(笑)。

  

  -やはり小渕さんが使用することによって反響もありましたか。

  

  政田：そうですね。小渕さんのファンは女性ファンが多いようですが、影響力は大きいです。

  

  -ヘッドにロゴがある訳ではないのでファンからは何のギターなんだろうと思われたでしょうね。

  

  政田：インレイでもいれとけばよかったですね(笑)。ソロアルバムのブックレットのSpecial Thanksに僕の名前が入っていたのですが、ギター製作家とか書いてある訳ではないので何者だと思われてるでしょうね(笑)。

  あと、ファンの方がオーダーする場合は同じ仕様にしてほしいと言われます。これまで年間5本くらい製作をしていて、今でも年間8本くらいです。10本くらい作れればいいのですが、いきなりオーダーが増えても追いつけません(笑)。

  

  -工房内を拝見しますと、やはりいろいろな器具がありますね。

  

  政田：アコースティックギターは機械を使って作る事が当たり前になっているので、工房のスペースは必要になってきます。クラシックだと今でも手の作業が多いようですが、機械で対応できるところは機械で加工した方がきれいで正確です。

  指板の溝を切るのも、今は手で行っている人はほとんどいないでしょう。器具を使った方がかなり早く切ることができます。うちにあるのは大きな機械ではなく、小さな工具ではありますが便利ですね。独立前に自分で作っていた時は手で切ってましたが、今はギター製作の工具を扱っているお店は海外に何店舗もあるので、手に入れやすいです。

  

  -今後の製作はどのようなことを考えていらっしゃいますか。

  

  政田：どのモデルにしても、もっと進化させたいですね。見た目は同じでも、理想に近づけているポイントはたくさんあります。ギターはシェイプを変えるだけで音が大きく変わります。シェイプに支配されているところが大きいですね。今のシェイプを変えないで深く突き詰めていければと思います。あまり大きな変化は考えていません。

  アコースティックは外で弾くなどいろいろな環境で弾く人がいます。頑丈というとちょっと違いますが、安心感のあるギターを作りたいですね。プロのギタリストがメーカー製のギターを使用していることが多いのは、そういったこともある気がします。

  せっかく日本で製作しているので、日本と日本人に合ったギターを作っていきたいです。あまりアメリカの香りはしないと思います(笑)。カラっとしたというよりは、しっとりとした雰囲気だと思います。

  

  -最後にギターファンにメッセージをお願いします。

  

  政田：もっといいギターを作っていきたいですね。弾く人のためのギターを作りたいので、弾きやすさもですが、ギタリストにとってコントロールしやすいということも突き詰めて作りたいです。あと、もっと個人製作家のギターが認識されてほしいですね。個人だと本数に限りがあるのですが、量産のギターとは違うと思いますし、日本の製作家もいろいろな人がいるので、たくさんの人に知ってもらいたいです。
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  【2014年3月21日工房にて】

  


  


  

  政田　一光（まさだ　いっこう）http://masadaguitar.webcrow.jp

  

  1973年生まれ、東京都出身。

  1998年米国アリゾナ州のギター製作学校

  Roberto-Venn School of Luthieryにて

  製作及び理論、リペア等を学んだ後、帰国。

  翌年、モーリス楽器製造株式会社にて、アコースティックギター用材料の管理・モデルごとの 選別と加工、製造工程初期段階の木工・組立て作業を経験し、さらにアコースティックギター製作の経験を重ね、独立。

  現在に至る。



  矢後のひとりごと

  


  平成生まれのギタリスト矢後憲太氏は高度なテクニックと繊細な音作りで素晴らしい音楽を奏でます。ここでは通常の教本とは異なる目線で、さらに深い視野や概念、指先のテクニックにいくまでの根本的な話など、意識していればギターをより楽しめるような話をコラム的に掲載します。短期連載の予定ですが、好評であれば長期になるかも？

  

  質問などありましたら、お気軽にTwitter、facebook、メール(info@aco-world.com)等にお問い合わせください。

  


  　皆さんこんにちは、矢後憲太です。このコーナーは今回で第六回、今年最後の記事になりますね。皆さん、2014年はどんな一年だったでしょうか。ギターライフは充実していたでしょうか。きっと皆さん、ギターのある生活の中で、各々の、たくさんのドラマがあったことでしょう。因みに私にとってこの一年は、大変充実したものでした。そしてとにかくあっという間でした。「今年の抱負は……」なんて言っていたのが、ついこの間のことのようです。

  　ということで、何かと慌ただしい年の瀬ですが2014年をビシッと締めくくるべく、今回も思い 思いのことを自由に書いていきますね。ぜひ皆さんのギターライフにお役立てください。

  

  ●第六回 ～表現のいろいろ その1～

  

  　前回までピッキングや表現などの内容について毎回順を追ってお話ししてきましたが、それを改めて自分で読み返してみて感じたこと……なんだか堅苦しくて小難しい……ちょっと反省…。何か一つの話になるとそればかり考えてしまう癖があります。今回はもうちょっと柔らかい雰囲気で、コラムらしく自由に書いてみようかと思います。時には寄り道するくらい気ままに進んでいきます～！

  

  　さて、本題に入りますが今回のテーマは「表現のいろいろ」とさせていただきました。“いろいろ”という表現はあまりにも曖昧…ですがそれでOKです。行ったり来たりの内容や、いろいろなことが絡み合う内容になるので、敢えて幅広く構えてみました。少しずつ考えていきましょう。

  

  　いきなりですが、人間の感情って“喜怒哀楽”がありますよね。文字通り喜び、怒り、哀しみ、楽しみ、そして更に愛情や憎しみ、恐怖など、人間の感情を大まかに分けるとこんな感じになると思います。音楽と感情って、とても密接です。音楽を聴いてとても幸せな気持ちになったり、逆に胸が締め付けられるような気持ちになったり、感情に訴えてくる要素がとても強いですよね。曲を聴いて特に難しいことを考えなくても、この曲は明るいとか暗いとか、そういう性格を感じ取ることができます。そこから更に、単純に感情の問題だけではなく、自分の頭の中でいろいろな考えが巡ったり、思い出すことがあったり、それを通ることで改めて感情が揺り動かされたり、そういうことがたくさんあると思います。こういった感動があるからこそ、我々は音楽と常に隣り合わせでいたいと感じるのでしょう。（こういった研究の書籍はたくさんあると思うので、一読してみると面白いかもしれません。）

  　この音楽と感情の密接な関係は、演奏を“聴く”ときだけには限りません。鑑賞だけにとどまらず、“作曲”や“演奏”するときも同じことが言えます。感情が高ぶって生まれる情熱的な曲もあれば、心の穏やかさや静けさをそのまま表現した曲もあります。そしてそれらの一曲の中でも、感情の起伏に従って盛り上がったり盛り下がったり、迫ってくるような緊張感のある音やフレーズがあったり、うっとりするくらい艶やかな麗しい音があったり、演奏する際にも感情的要素は不可欠なものです。（仮にこういった感情的要素が極力少ない曲・演奏があったとして、我々はそれを聴いて“あまり面白くない”と感じると思うのですが、そう感じた時点で感情的要素はゼロではありませんよ ね。）

  

  　こう考えてみると、私たちが日頃のギター演奏で“どんなふうに弾くか”という発想を持って取り組むことが大切だと感じます。感動が生まれる演奏って、情感溢れる演奏が多いと思うのです。生々しい音楽ほど、演奏者のメンタリティ次第で毎回同じ曲でも雰囲気が変化したり、まるっきり別の曲に聴こえたりもします。

  　余談ですが、こうなってくると演奏する側としては、音楽の、そして感情の表現者としてしっかりと“気持ちをつくって”演奏するということも大切だと考えています。曲に“入り込む”という行為のためには、準備が必要ですよね。とんでもなく悲しい出来事が起きたとして、その直後にハッピーな雰囲気の曲を弾かなければならないとしたら、果たしてその曲を本当に幸せな雰囲気で弾けるでしょうか。これは準備とかそういった問題ではどうしようもない極端な例でしたが、例えば普段、普通の状態の時に最大限ハッピーな演奏をしようとしたら、弾く前に自分が今まで経験した幸せな場面を思い返してみるとか、そういうちょっとした準備が演奏に影響する場面はたくさんある気がします。（少なくとも私は大きく影響されます。）

  　ソロギターの場合、なかなか弾くという行為そのものに手一杯で、こういった発想を持って弾けないという方も多いと思いますが、フレーズに慣れてきたらあと一歩頑張ってみましょう！！

  

  　では、少しだけ具体的なお話。前回の最後の部分で次回の予告として話題にあげた「強弱」と「音色」のお話について考えてみましょう。これらのこと、実際に演奏でやろうとすると、結構難しいです。舐めてかかると痛い目に……。

  強弱を表す記号として「pp（ピアニシモ）」から「ff（フォルテシモ）」まであります。端的に言えば弱いか強いかということですが、ソロギターの譜面ではあまり見かけないですよね。なぜ見かけないのかな……ということを考えるのも面白そうですが、今はそっちへ行きません（笑）

  　ざっくりですが、気になっていることを率直に書きます。とっても気になっているのですが、それは「強弱」に関して、「大小」と「音色」 を意識している人は、一体どれだけいるのかな～という事です。どういうことかと言うと、“単純に音量をコントロールすることが強弱をコントロールすることでだと思っている方が多いのではないか”ということです。これは記号的な解釈の話ではなくて、実際に聴こえる“聴こえ方”の話です。聴感上の強弱というのは、音量の大小だけでは言い表せない要素があります。

  

  強い音＝大きな音（強い音“は”大きな音）

  弱い音＝小さい音（弱い音“は”小さな音）

  

  　一般的にはこんなふうに思っている方が多いような気がしますが、必ずしもこういう図式ではないです。わかりやすく言うと、ハードロックやヘヴィメタルの音楽を、音量を絞って小さな音で聴いていても、 それは“弱い音” とは言わないですよね。小さな音ではありますけれど。（かなり雑な例でごめんなさい。）

  　つまり、場合によっては、聴感上、大きめの音だって弱い音はあり得ますし、小さな音でも強く感じる音はあり得るということです。（さっきからかなり語弊を招きやすい表現が多いですが、うまく伝わることを信じます。）ですからもし楽曲の中で強い音を出さなければならない部分があったとしたら、それは「強い音“は”大きな音」という発想で弾くのではなくて、「強く聴こえるような音」という発想を持って弾くべきかな～と思います。単純に「大きく」ではなくて「力強さ」みたいなものを意識したほうが、のびやかに響かせられそうです。こんなふうに、強弱は単純な音量の大小だけではなく、もっと他の要素も含めて変化をつけていくものだと思っています。

  　ややこしや……

  

  　言葉にするとなんとも煩わしいですが、これをしっかり考え演奏に生かすことができれば、“強弱”と“大小”をまるっきり同じものとして混同した演奏よりも幅広い演奏表現が可能になると思います。

  　では、音量の大小以外での聴感上の“強弱”の変化はどうやってつけていくのか…ここでいよいよ「音色」という要素について考えなければなりませんが、また長くなってしまうので今回はここまで。

  　次回はこの「音色」という観点について考えながら、強弱や、ギターでの実践的な演奏について考えてみようかな～と思います。

  　結局、今回も書き始めてみたらいつも通りの小難しい内容になってしまいましたが、書きたいことは書けたので満足です。この続きは来年、また気持ちを新たに書いていきたいと思います。年末年始、ギターを弾く時間が増えると思いますが、そんな時はちょっとでもこのコラムを思い出して、いつもとは少し変わった視点で取り組んでみてくださいね！

  

  　それでは皆様、良いお年をお迎えください！

  


  

  矢後憲太　http://acoustic-kenta-y.jimdo.com
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  1990年栃木県生まれ。フィンガースタイルギタリスト。多彩な奏法を駆使し、様々な情景、感情、物語などをギター1本でありありと表現する。色彩感溢れるその豊かな音色は、聴く者を色とりどりの世界へと誘う。

  2012年、モリダイラ楽器主催全国規模フィンガーピッキングコンテストにて優秀賞を受賞。

  ライブカフェ宮内家でほぼ毎週木曜日ライブを行い、多くのギタリストとも共演する。

  2013年、同コンテストにて優秀賞、オリジナルアレンジ賞、葉山ムーンスタジオ賞 (オーディエンス賞)の三冠を受賞。

  2014年、自身初となるフルアルバム『85.』を葉山ムーンスタジオレーベルよりリリース。

  アコギソロでライブ活動を展開。ライブやイベントの出演に加え、ラジオ番組への出演やパーソナリティとしての活動、楽曲提供、バレエコンサートとのジョイント、アート作品展とのコラボレーションなど、他分野に渡って精力的に活動を展開。


  



  ラストギター小山の "アコースティックギター 一期一会"

  


  長年数多くのアコースティックギターを見てきた東京阿佐ヶ谷に店舗を構えるLAST GUITARの代表小山晃弘氏に、その経験を生かし思い入れあるアコースティックギターについて、カタログスペックだけでない特徴を語っていただきます。

  


  Tacoma ECR38C
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  　いや〜、ここ数日急激に寒くなり、外にでるのが嫌になりますね。私もご多分に漏れず寝込んだりもしました。

  　皆様もどうかお気を付け下さい

  　ギターにとってはこの時期は特に乾燥が大敵ですので、保管場所の湿度管理には注意が必要です。

  　トップ板が多少沈むことで、弦がビリつきやすくなったりする季節でもありますので、信頼出来るショップスタッフの方などが いらっしゃれば点検してもらうといいですよ。
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  　本日ご紹介するのはヴィンテージギターではありません。ただ、今では見る事が出来なくなってしまった悲運のギターをご紹介したいと思います。

  　Tacoma ECR38C 2003年製です。Tacomaという名前、アメリカ西海岸の都市シアトルの郊外の街タコマの工場があったことで名付けられました。チーフシリーズというトップ板の左上方にサウンドホールがある独自のルックスで人気を博し、アメリカ国内ではマーチンやテイラーより安い価格帯でセールスが好調だったようです。1997年から始まったブランドですが、日本とアメリカでは全く違った売れ方をしていきます。

  　日本では2000年から輸入代理店を務めたキタハラ楽器さんがいい仕事をし、本器のような高価格帯のギターが売れていきました。アメリカから入荷したギターのほとんどを自社でナット交換し、必要であればフレット交換までおこなって、プロミュージシャンでも納得のセッティングをする事で、Charさんや吉川忠英さんなど名立たるギターリストがこぞって使用しました。スモールジャンボのボディシェイプである『EC』サイズがよく売れました。
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  [image: ]

  

  　本器はシダートップ、ローズウッドサイドバックのモデルで、松原正樹さんや鳥山雄二さん、GLAYのTAKUROさん等が使っていることで知られています。当時の定価は¥472,500でした。

  

  　その後、2000年代前の一時期に生産したギターに数年後に塗装の剥離が発生するという製造上の不運にも見舞われ、日本での人気は落ちてはいませんでしたが、アメリカ国内の事情でついに2008年、タコマギターはフェンダー社に買収されることになりました。 その後工場はギルドのギターを生産することになり、それ以来タコマギターは作られておりません。ブランドネームだけいまもフェンダーの傘下に残っております。
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  25 1/2スケールでジャンボフレット、ロングスケールが故のサスティーンの良さと、ジャンボフレットによるハンマリング、プリング、スライドのし易さ、きらびやかな高音など、特徴のあるギターだっただけに、もう作られないとすれば寂しいです。

  

  復活を密かに待ち望んでいます。


  


  小山晃弘（コヤマアキヒロ）

  （株）ラストギター代表http://lastguitar.com

  マーチンギター日本総代理店本店店長時代に発表したブログ『店長小山のマーチン道』が好評を博す。

  2013年より東京、阿佐ケ谷に自身のショップLAST GUITARをオープン。鳴りのいい楽器を求め彷徨う日々です。
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  イベント、ライブ情報

  


  主にソロギターのイベント、ライブ情報をギタリストごと、アルファベット、五十音順にご案内します。


  


  ◇◇ライブ情報◇◇

  

  ■Aki Miyoshi　http://aki-miyoshi.jimdo.com/

  

  1/18（日）東京・下北沢「下北沢 circus」

  辻岳人、Aki Miyoshi、井草聖二ライブ

  Open18:30 Start19:00

  料金2,000円(要1food 1drink)

  お問い合わせ https://www.facebook.com/pages/下北沢-Circus-サーカス/367732379990869?sk=timeline

  

  

  ■GIN　http://gin.mistysky.net/

  

  1/16(金)兵庫・西宮「Uncle Jam 」

  ももたろう & GINライブ

  出演　丸山ももたろう・GIN

  Open19:00 Start20:00

  料金3,000円（要2ドリンク代別途）

  お問い合わせUncle Jam TEL 0798-64-5405

  

  ■井草聖二　http://www.igusaseiji.com/

  

  1/18（日）東京・下北沢「下北沢 circus」

  辻岳人、Aki Miyoshi、井草聖二ライブ

  Open18:30 Start19:00

  料金2,000円(要1food 1drink)

  お問い合わせ https://www.facebook.com/pages/下北沢-Circus-サーカス/367732379990869?sk=timeline

  

  

  ■伊藤賢一　http://kenichi-ito.com/

  

  1/23(金)東京・曙橋「Back In Town」

  伊藤賢一　ソロギター・ライブ

  Open18:00 Start19:30

  チャージ2,700円

  お問い合わせ ０３ー３３５３−４６５５

  

  1/30(金)東京・八王子「ふらっとん」

  伊藤賢一　ソロギター・ライブ

  Open19:00 Start19:30

  チャージ2,000円（別途要オーダー）

  お問い合わせ ０４２−６４２−６２０５

  

  2/14(土)東京・新宿「伊藤賢一ギター教室」

  伊藤賢一　ソロギター・ライブ

  Open12:30 Start13:00

  チャージ2,000円（コーヒーとお菓子付き）

  ＊ノンマイクでの完全生音ライブです。

  

  2/20(金)兵庫・西宮「アンクルジャム」

  小川倫生＆伊藤賢一　ジョイントライブ

  Open19:00 Start20:00

  チャージ2,800円（２ドリンク別）

  お問い合わせ http://www.uncle-jam.jp

  

  2/21(土)三重・四日市「久茂」

  【GTP Guiter Workshop Real Acoustic Live Vol.12】

  小川倫生（ギター）伊藤賢一（ギター）　ゲスト：竹内いちろ（ギター）

  Open18:30 Start19:00

  チャージ2,500円

  お問い合わせ ichirogtp@gmail.com

  ＊ノンマイクでの完全生音ライブです。

  

  2/22(日)愛知・一宮「Denpo-G Studio」

  小川倫生＆伊藤賢一　ジョイントライブ

  Open16:30 Start17:00

  チャージ2,700円

  お問い合わせ http://denpo-g-studio.com/top.html

  

  3/13(金)埼玉・南浦和「宮内家」

  小松崎健＆伊藤賢一　ジョイントライブ

  Open18:30 Start19:30

  チャージ2,970円（1ドリンク別）

  お問い合わせ http://www.geocities.jp/miyatin5963/

  

  3/14(土)東京・新宿「伊藤賢一　ギター教室」

  小松崎健＆伊藤賢一　ジョイントライブ

  Open12:30 Start13:00

  チャージ2,000円(コーヒーとお菓子付き)

  ＊ノンマイクでの完全生音ライブです。

  

  5/15(金)東京・曙橋「Back In Town」

  伊藤賢一　ソロギター・ライブ

  Open18:00 Start19:30

  チャージ2,700円

  お問い合わせ ０３ー３３５３−４６５５

  

  

  ■打田十紀夫　http://www.tokiouchida.com/

  ※チケット購入→http://www.tab-guitar-school.co.jp

  

  12/23(火)青森「jipang（ジパング）」

  打田十紀夫＆大久保初夏 Acoustic Blues Live

  Open17:00 Start18:00

  前売3,000円　当日3,500円 （ドリンク別）

  

  2015年

  1/10(土)東京・曙橋「Back In Town」

  打田十紀夫＆大久保初夏 Acoustic Blues Live

  Open17:00 Start18:30

  料金3,780円 （オーダー別）

  

  

  ■岡崎倫典 http://www.rynten.com/

  

  12/23(火)福岡・朝倉「音茶」

  岡崎倫典〜クリスマスイブイブライブ〜

  O.A. 三ヶ尻聖一、他。終演後：三ヶ尻聖一ショー

  Open18:00 Start19:00

  前売3,500円　当日4,000円（要1ドリンク）

  お問い合わせ TEL 0946-52-3672

  又は フィールドウイング TEL 0946-52-3671

  

  1/17(土)静岡・浜松「なんでモール 」

  岡崎倫典ソロライブ

  Open18:30 Start19:00

  料金3,000円（ドリンク別）

  お問い合わせ TEL 053-474-8889

  

  1/18(日)埼玉・南浦和「宮内家」

  岡崎倫典ソロライブ

  キーボード：平井宏

  パーカッション：土屋‘大魔王’祐介

  Open17:00 Start18:00

  料金3,780円（税込・ドリンク別）

  お問い合わせ TEL 048-788-6033

  

  1/25(日)愛知・江南「スタジオM 」

  岡崎倫典ソロライブ

  Open15:30 Start16:00

  前売3,500円　当日4,000円

  お問い合わせ スタジオM　TEL 0587-53-6416

  営業時間：平日15:00〜22:00、土曜日11:00〜22:00

  日曜日・祝日11:00〜21:00

  定休日：毎週水曜日

  

  ■1/31〜2/1 北海道旭川大雪クリスタルホール音楽堂イベント&コンサート

  

  ・イベント：1/31(土)北海道・旭川「旭川大雪クリスタルホール音楽堂内　第1リハーサル室 」

  岡崎倫典

  トーク＆ギター講座

  14:30〜(50分)

  内容：ギターテクニックや経験談など

  16:00〜『ギターレッスン開講』

  初級、中級、上級別にレッスンを行います。各3名限定

  時間：30分ずつ、3回

  

  ・コンサート：2/1（日）北海道旭川「大雪クリスタル音楽堂」

  オープニング：横島誠

  パーカッション：土屋‘大魔王’祐介

  ベース：野々口毅

  Open14:00 Start14:30

  一般2,000円 シルバー・ハートフル1,500円学生1,000円

  全席指定　当日＋500円

  ※シルバー：65才以上、ハートフル：各障害手帳をお持ちの方

  チケット販売：

  カワイ旭川ショップ TEL 0166-22-7461、

  玉光堂フィール旭川 TEL0166-26-6181、

  ヤマハミュージックテイリング旭川 TEL0166-27-0620、

  旭川市民文化会館 TEL 0166-25-7331

  大雪クリスタルホール TEL 0166-69-2000

  主催：旭川大雪クリスタルホール

  共催：北海道新聞旭川支社

  ※未就学のお子様のご入場はご遠慮願います。無料託児所あり。ご希望の方は1月18日（日）までにお申し込み下さい。

  ※車いす、介助の必要な方は事前にお申し付け下さい。

  ※無料駐車場あり。

  http://www.city.asahikawa.hokkaido.jp/files/bunkashinko/crystalhall/H26rinten.htm

  

  2/7(土)高知「Bee Station 」

  岡崎倫典ソロライブ

  Open18:30 Start19:00

  前売3,500円　当日4,000円(ドリンク別）

  お問い合わせ TEL 088-855-6066

  

  2/8(日)香川・高松「 黒船屋 」

  岡崎倫典ソロライブ

  Open19:00 Start20:00

  前売3,500円　当日4,000円(ドリンク別）

  お問い合わせ TEL（087）826-3636（18:00〜、月曜日定休）

  

  2/15(日)大阪・河内長野「 百年邑 」

  岡崎倫典ソロライブ

  Open17:00 Start18:00

  前売3,000円　当日3,500円(ドリンク別）

  お問い合わせ TEL 0721-56-1107

  営業：11:00〜16:00、火曜日休

  

  2/20(金)岡山・笠岡「 萌 」

  岡崎倫典ソロライブ

  Start20:00

  料金2,000円（1ドリンク付）

  お問い合わせ TEL 0865-63-0511

  

  

  ■小川倫生　http://www.ogawa-michio.com/

  

  12/23(火)栃木・宇都宮「了寛」

  了寛　クリスマス・ディナー＆コンサート

  出演：小川倫生

  18時～18時30分の間にご来店ください！お食事後の演奏となります。演奏１９:３０スタ

  お一人様 10000円（税込）御予約　028－611-1711まで　（25名様限定)

  

  12/28(日)栃木・小山「 Fellows 」

  総合音楽イベント『PANGEA(パンゲア)』

  出演：ネイロコタン、Pöllö ja kissa(ポッロ・ヤ・キッサ)、小川倫生、にこわん、Woody BeLL Music Factory、鈴木よしひさ

  Open16:00 Start17:00

  チャージ1,000円０＆投げ

  お問い合わせ TEL 0285-27-2790 Fellows(フェローズ）

  

  

  ■押尾コータロー　http://www.kotaro-oshio.com/

  

  12/22（月）大阪「サンケイホールブリーゼ」

  ウーマン スマイル カンパニー 千趣会 presents

  押尾コータロー クリスマス スペシャルライブ 2014

  【出演】押尾コータロー　【ゲスト】DEPAPEPE

  開場18:00 開演18:30

  料金6,500円(全席指定／税込)

  ※未就学児童入場不可。

  ※小学生以上はチケットが必要になります。

  【先行予約に関して】

  ファンクラブ先行受付期間

  ＜10月1日(水)〜10月10日(金)＞【詳しくはこちら】

  ※まだファンクラブに入会されていない方も入会と同時に

  　チケットを購入する事が出来ます。【詳しくはこちら】

  千趣会先行受付期間

  ＜10月1日(水)〜10月10日(金)＞【詳しくはこちら】

  ※スマートフォンの方【詳しくはこちら】

  〔一般チケット発売所〕

  ■チケットぴあ

  発売初日特電 0570-02-9560（10:00-23:30）

  10/26以降 0570-02-9999（Pコード241-252）

  ■ローソンチケット

  発売初日特電 0570-084-659（10:00-18:00）

  10/26以降 0570-084-005（Lコード55450）

  ■イープラス　http://eplus.jp/

  ■モバイルサイトGREENS！チケット

  ■ブリーゼチケットセンター　06-6341-8888

  10/25（土）

  GREENS 06-6882-1224　

  ブリーゼチケットセンター 06-6341-8888

  http://www.kotaro-oshio.com/schedule/live/xmas_cd2014/


  12/23（火）大阪「サンケイホールブリーゼ」

  ウーマン スマイル カンパニー 千趣会 presents

  押尾コータロー クリスマス スペシャルライブ 2014

  【出演】押尾コータロー with弦楽四重奏

  開場18:00 開演18:30

  料金6,500円(全席指定／税込)

  ※未就学児童入場不可。

  ※小学生以上はチケットが必要になります。

  【先行予約に関して】

  ファンクラブ先行受付期間

  ＜10月1日(水)〜10月10日(金)＞【詳しくはこちら】

  ※まだファンクラブに入会されていない方も入会と同時に

  　チケットを購入する事が出来ます。【詳しくはこちら】

  千趣会先行受付期間

  ＜10月1日(水)〜10月10日(金)＞【詳しくはこちら】

  ※スマートフォンの方【詳しくはこちら】

  〔一般チケット発売所〕

  ■チケットぴあ

  発売初日特電 0570-02-9560（10:00-23:30）

  10/26以降 0570-02-9999（Pコード241-252）

  ■ローソンチケット

  発売初日特電 0570-084-659（10:00-18:00）

  10/26以降 0570-084-005（Lコード55450）

  ■イープラス　http://eplus.jp/

  ■モバイルサイトGREENS！チケット

  ■ブリーゼチケットセンター　06-6341-8888

  10/25（土）

  GREENS 06-6882-1224　

  ブリーゼチケットセンター 06-6341-8888

  http://www.kotaro-oshio.com/schedule/live/xmas_cd2014/

  

  12/31（水）東京「東京国際フォーラム ホールC」

  ウーマン スマイル カンパニー 千趣会 presents 押尾コータローCOUNTDOWN SPECIAL LIVE 2014-2015

  【出演】押尾コータロー　【ゲスト】綾戸智恵

  開場21:15 開演22:00

  料金6,500円(全席指定／税込)

  ※未就学児童のご入場はできません。

  ※小学生以上はチケットが必要になります。

  ※深夜公演のため未成年者は保護者の許可が必要です。

  【先行予約に関して】

  ファンクラブ先行受付期間

  ＜10月1日(水)〜10月10日(金)＞【詳しくはこちら】

  ※まだファンクラブに入会されていない方も入会と同時に

  　チケットを購入する事が出来ます。【詳しくはこちら】

  千趣会先行受付期間

  ＜10月1日(水)〜10月10日(金)＞【詳しくはこちら】

  ※スマートフォンの方【詳しくはこちら】

  〔一般チケット発売所〕

  ■キョードー東京 0570-550-799

  （平日11:00-18:00 / 土日祝10:00-18:00）

  ■チケットぴあ　0570-02-9999（Pコード241-757）

  ■ローソンチケット　0570-084-003（Lコード71818）

  ■イープラス　http://eplus.jp/

  ■CNプレイガイド　http://www.cnplayguide.com/

  10/25（土）

  キョードー東京　0570-550-799（平日11:00-18:00 / 土日祝10:00-18:00）

  http://www.kotaro-oshio.com/schedule/live/xmas_cd2014/


  2015年

  1/18（日）宮城・仙台「仙台市民会館」

  伊勢正三 LIVE2015 featuring 押尾コータロー～Collaboration Best Live～

  開場16:30　開演17:00

  料金6,500円（全席指定/税込）

  チケット発売10/18(土)

  ノースロードミュージック　022-256-1000（平日 10:00-18:30)

  http://www.ise-shozo.com/


  1/25（日）大阪「NHK大阪ホール」

  伊勢正三 LIVE2015 featuring 押尾コータロー -Collaboration Best Live-

  開場16:30　開演17:00

  料金6,800円（全席指定/税込）

  ファンクラブ先行予約があります。

  詳細は後日、ファンクラブページで発表いたします。

  11/29(土)

  キョードーインフォメーション　06-7732-8888



  1/30（金）東京・新宿「新宿ReNY」

  

  上田正樹 Super Session meets 村上"PONTA"秀一 "Real Soul,Neo Groove"

  〔出演〕

  上田正樹（Vocal/Guitar）/ 村上"PONTA"秀一（Drums）/岡沢 章（Bass）/

  堺 敦生 （Pf,Key/Chorus）/ Yoshie.N （Chorus/Vocal）

  〔ゲスト〕

  押尾コータロー

  開場18:00 開演19:00

  前売6,000円　当日6,500円（自由席）

  ※ドリンク代別途要

  ※整理番号順の入場となります。開場時間の10分前にお集まりください。

  キャピタルヴィレッジ03-3478-9999 / 新宿ReNY 03-5990-5561

  

  

  ■川畑トモアキ　http://batarou.blog4.fc2.com

  

  12/22(月)奈良・大和高田「オークタウンセンターモール２Ｆサンサン広場特設ステージ」

  川畑トモアキ ソロギターライブ

  Start17:00

  入場無料

  http://www.oaktown.co.jp/index.php?option=com_content&view=category&layout=blog&id=13&Itemid=104&lang=en

  12/26(金)兵庫・元町「theater jazzy」

  川畑トモアキ ソロギターライブ

  Open19:00 Start20:00

  料金2,000円＋ドリンク別途 席代300円別

  お問い合わせ http://nanos.jp/theaterjazzy/

  

  

  ■岸部眞明　 http://www.sutv.zaq.ne.jp/ckbsr709/main.html

  

  1/17(土)大阪・桃谷「Live Cafe anie」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open18:00 Start19:00

  チャージ3,000円　　 (ドリンク別）

  お問い合わせ06-4305-0772　

  

  

  ■伍々慧　http://gogosatoshi.com/

  

  2/13(金)大阪・吹田「Flying Kids」

  さらさ×伍々慧ジョイントライブ

  【出演】さらさ、伍々慧

  Open19:30 Start20:00

  料金2,500円（別途要オーダー）

  お問い合わせ Flying Kids 082-224-4692

  

  2/14(土)山口・ 防府「茶房 舞衣」

  伍々慧アコースティックソロギターライブ in 山口

  Open14:30 Start15:00

  料金2,500円（別途要ドリンク代500円・クッキー付）

  お問い合わせ ミヤシタ 090-363-59304 もしくは 3814.montbell@ezweb.ne.jp

  

  2/15(日)福岡・博多「ジャムズウクレレ」

  伍々慧アコースティックソロギターライブ

  Open14:30 Start15:00

  料金2,500円（別途要オーダー）

  お問い合わせ　ジャムズウクレレ 092-864-0337

  

  2/21(土)兵庫・西宮「アンクルジャム」

  伍々慧アコースティックソロギターライブ at Uncle Jam

  Open18:00 Start19:00

  料金2,500円（別途要オーダー）

  お問い合わせ アンクルジャム 0798-64-5405

  

  3/7(土)東京・渋谷「TK.Bar」

  井草聖二×伍々慧ジョイントライブ

  詳細決まり次第お知らせします！

  

  3/8(日)千葉「iijima coffee」

  伍々慧アコースティックソロギターライブ

  Open15:30 Start16:00

  前売2,500円当日3,000円（別途要オーダー）

  お問い合わせiijima coffee 047-455-3242 もしくは iijima.coffee.01@gmail.com

  

  3/22(日)愛知・一宮「Denpo G Studio」

  伍々慧アコースティックソロギターライブ

  Open16:30 Start17:00

  料金2,300円

  お問い合わせhttp://denpo-g-studio.com/mail.html

  

  

  ■小松原俊　http://www.shun-komatsubara.com/

  

  1/23(金)倉敷「音楽館」

  小松原俊ソロライブ

  Open18:30 Start19:00

  前売2,500円　当日3,000円

  お問い合わせ０８６-４３４-２７２３

  

  1/24(金)愛媛・松山「スタジオＯＷＬ」

  小松原俊ソロライブ

  Open19:00 Start20:00

  前売2,500円　当日3,000円(ドリンク別500円)

  お問い合わせ０８９-９４１-００３６

  

  

  ■坂元昭二　http://www.december.co.jp

  

  1/10(土)大阪「ミノヤホール」

  謹賀新年コンサートVOL.4　

  出演 ： 坂元昭二、むんむ、Aya、YurixMeri

  Open12:30 Start13:00

  料金3,500円※ドリンク別　※高校生以下1000円引き

  お問い合わせ Tel. 06-6371-8478（ミノヤホール）

  

  1/11(日)大阪「オープンマイクスペース＆バー D45」

  坂元昭二フォークミーティング・ライブ

  Open17:00 Start17:30

  前売3,000円　当日3,500円※１ドリンク付

  お問い合わせ080-2402-9676 （D45）

  

  1/12(月)奈良「ビバリーヒルズ」

  坂元昭二ギターソロ

  出演 ： 坂元昭二、AYA、山口翔、雪盗境士

  Open17:00 Start18:00

  料金3,000円※飲食別

  お問い合わせ Tel.0742-26-7444（ビバリーヒルズ）、

  Email　december@december.co.jp （オフィスディセンバー）

  Web予約　http://form1.fc2.com/form/?id=937612

  

  1/17(土)埼玉・南浦和「宮内家」

  謹賀新年コンサートVOL.3

  出演 ：坂元昭二、川瀬葉月、はなおと、青山ゆうみ

  Open17:00 Start18:00

  料金3,780円※１ドリンク付

  お問い合わせ 048-788-6033（宮内家）

  

  1/25(日)東京・神楽坂「THE GREE　」

  坂元昭二「おとのは ことのは」 vol.2

  共演 ： 八島未来（女優）、辻谷奈緒（女優）

  Open18:00 Start19:00

  前売3,500円　当日3,800円※飲食別

  お問い合わせTel. 070-5020-7262　　メール december@december.co.jp　（オフィスディセンバー）

  メールの場合は、件名：おとのはことのは　本文：１）お名前、２）人数　３）電話番号　をお書き下さい。

  

  2/11(水)東京・大塚「三番地下 ANOKORO （あの頃）」

  坂元昭二フォークミーティング・ライブ

  Open17:00 Start18:00

  料金3,500円※飲食別　　※35席限定

  お問い合わせ Tel. 03-6903-5594 （ANOKORO）

  メール　peco@anokoro.jp　(ANOKORO）

  メール　december@december.co.jp　（オフィスディセンバー）

  

  2/22(日)埼玉・川越「小江戸蔵里」

  坂元昭二　酒蔵コンサート　in 小江戸・川越

  Open14:00 Start14:20

  料金2,500円※45名様限定

  お問い合わせ Tel. 070-5020-7262 （オフィスディセンバー）

  E-mail　december@december.co.jp

  

  4/11(土)宮崎・都城「うたたねこ」

  坂元昭二ギターソロ

  Open18:00 Start18:30

  料金2,500円※１ドリンク、クレープ付

  お問い合わせ Tel. 0986-36-7009（宮下）

  E-mail　december@december.co.jp　（オフィスディセンバー）

  

  4/12(土)鹿児島・鹿屋「ダマスクの風」

  坂元昭二ギター・コンサート in ダマスクの風　

  Open15:00 Start16:00

  料金2,200円※要１オーダー

  お問い合わせ Tel. 0994-46-5627　（ダマスク）

  E-mail: october1012wako@yahoo.co.jp

  

  

  ■下山亮平　http://r-shimoyama.guitarfreak.net/index2.htm

  

  12/21(日)東京・立川「あちゃ」

  下山亮平ソロ・ライブ

  Open18:00 Start19:00

  料金2,500円(+1drink)

  お問い合わせ TEL 0425-26-2278

  

  

  ■城直樹　http://naoki-jo.com/

  

  12/23(火)福岡「原イオン」

  クリスマススペシャル・ライブ

  【出演者】城直樹 スペシャルゲスト：高橋在也

  Start12:00

  無料

  お問い合わせ TEL: 092-852-3001（原イオン）

  

  

  ■住出勝則　http://www.masasumide.com/

  

  1/31(土)香川・高松「RUFFHOUSE」

  住出勝則ソロライブ

  FUNK 59 ～ちょっと早めのバースデーライヴ 高松編～

  Open19:00 Start19:30

  前売3,000円　当日3,500円　要１ドリンクオーダー

  お問い合わせ087-835-9550

  

  2/1(日)大阪・吹田「5th Street」

  住出勝則ソロライブ

  FUNK 59 ～ちょっと早めのバースデーライヴ 大阪編～

  Open17:00 Start18:00

  前売3,500円　当日4,000円　要１ドリンクオーダー

  お問い合わせ 06-6386-9114

  

  2/14(土)愛知・名古屋「源」

  住出勝則ソロライブ

  ～ソロギターは元気の「源」 2015～

  Open18:20 Start19:00

  前売3,500円　当日4,000円　要１ドリンクオーダー

  お問い合わせ 052-751-2550

  

  2/15(日)埼玉・南浦和「宮内家」

  ～アコギで燃えナイト！～

  １部はソロ、２部は岡本郭男（パーカッション）、堺敦生（ピアノ）を迎えての一挙両得ライヴ！

  Open17:00 Start18:00

  前売4,320円　当日4,860円　要１ドリンクオーダー

  打ち上げ（希望者のみ）2,160円（別途）

  ご予約・お問い合わせ先：048-788-6033

  

  

  ■竹内いちろ　http://mrgtr.web.fc2.com

  

  1/11(日)三重・四日市「久茂」

  GTP Guiter Workshop Real Acoustic Live Vol.12

  野分　山崎のりこ（歌）　竹内いちろ（ギター、歌）

  Open18:30 Start19:00

  料金2,000円

  お問い合わせ ichirogtp@gmail.com

  

  1/30(金)大阪・桃谷「Acoustic Live cafe Anie」

  豊田渉平＆竹内いちろ

  Open18:30 Start19:30

  料金3,000円（飲食別途)

  お問い合わせ 06-4305-0772

  

  1/31(土)兵庫・尼崎「浜名外科医院内・DENホール」

  豊田渉平＆竹内いちろ

  Open14:30 Start15:00

  料金2,500円

  お問い合わせ den-1833@nike.eonet.ne.jp

  

  2/1(日)京都・宇治「WAOYA」

  豊田渉平＆竹内いちろ

  Open18:30 Start19:30

  料金2,500円（飲食別途）

  お問い合わせ http://live.waoya.jp/

  

  2/21(土)三重・四日市「久茂」

  GTP Guiter Workshop Real Acoustic Live Vol.14

  伊藤賢一（ギター）　ゲスト竹内いちろ（ギター）

  Open18:00 Start19:00

  料金2,500円

  お問い合わせ ichirogtp@gmail.com

  

  3/21(土)愛知・一宮「Denpo-G Studio」

  豊田渉平＆竹内いちろ

  Open16:30 Start17:00

  料金2,700円

  お問い合わせinfo@denpo-g.com

  

  4/4(土)愛知・一宮「Denpo-G Studio」

  野分　山崎のりこ（歌）　竹内いちろ（ギター、歌）

  Open16:30 Start17:00

  料金2,300円

  お問い合わせinfo@denpo-g.com

  

  

  ■田中彬博　http://tanakaakihiro.com

  

  1/7(土)大阪・梅田「グラナダ」

  “田中彬博 Acoustic Guitar Live in Granada”

  Open19:00 Start19:30

  料金1,700円 (１ドリンク別)　※要予約※

  お問い合わせ 06-6314-1267 (グラナダ)

  

  1/10(土)岐阜・郡上八幡「カフェ エバナタウ」

  “珈琲とギターの時間 in カフェ エバナタウ”

  Start19:00

  料金2,500円 (１ドリンク & お土産付き)

  お問い合わせ http://www25.atpages.jp/ebanataw/index.html

  
 1/11(日)岐阜・郡上八幡「カフェ クッ」

  “珈琲とギターの時間 in カフェ エバナタウ”

  Start14:00

  料金2,000円 (１ドリンク付き)

  

  1/18(日)愛知・名古屋「Art & Music Space 源」

  “田中彬博 新春ソロライブ in 源”

  Open15:20 Start16:00

  前売3,000円　当日3,500円

  お問い合わせ　live-gen@musical.to（源）

  

  

  ■谷本光　http://blogs.yahoo.co.jp/tanimotohikaru

  

  12/22(月)愛媛・西条市「櫻櫻」

  谷本光ソロライブ

  Open18:30 Start19:00

  料金3,000円(コーヒーお菓子付き）

  お問い合わせ　0898-66-1268

  

  12/23(火)愛媛・松山「マザーシップ」

  谷本光ソロライブ

  Open19:00 Start20:00

  前売2,500円　当日2,800円

  お問い合わせ　089-904-3255

  

  12/24(水)広島・福山「Bar Caboulot」

  谷本光ソロライブ

  Open19:30 Start20:00

  料金2,200円（＋1ドリンク800円）

  お問い合わせ Bar Caboulot　　TEL.084-926-5966

  

  12/25(木)広島・五日市「ライブハウスオクトパス」

  クリスマスイベント

  オープニングアクト：いぐいま, その他

  メインアクト：　谷本光

  Open19:00 Start19:30

  前売2,000円　当日2,500円

  お問い合わせ 082-961-6731 info@rootwest.com

  

  1/12(月)福井・鯖江「えきライブラリーtetote　Live space Comfort」

  World Music Session on Flute and Acoustic Guitar”

  Fuefuki Kana×谷本 光 Duo Live

  Open19:00 Start19:30

  料金2,500円（１ドリンク付）

  お問い合わせ Comfortさばえ　電話　0778-52-7430

  

  1/17(土)北海道・帯広「TENKU BAR Anela」

  “World Music Session on Flute and Acoustic Guitar”

  出演者

  FuefukiKana（フルート、オカリナ、篠笛、リコーダー、各種民族笛）

  谷本光（エスニック・バーカッシブ・ギター）

  Open18:00 Start19:30または20:00予定

  料金未定

  お問い合わせTENKU BAR Anela

  TEL.0155-25-6656（19:00～）

  TEL.0155-25-5005（12:00～19:00）

  

  1/18(日)北海道・札幌「LIVE＆BAR D-Bop」

  “World Music Session on Flute and Acoustic Guitar”

  出演者

  FuefukiKana（フルート、オカリナ、篠笛、リコーダー、各種民族笛）

  谷本光（エスニック・バーカッシブ・ギター）

  Open18:30 Start19:00

  予約2,500円　当日2,800円＋要オーダー

  お問い合わせ　011-613-3999

  

  1/27(火)北海道・札幌「札幌市時計台」

  小児がんチャリティーコンサート～ゴールドリボンの輪～[より子主催コンサート]

  出演：より子

  共演：谷本光

  Open18:45 Start19:15

  チケット900円

  12/6（土）10:00販売開始

  メールの件名に「ゴールドリボンの輪」と記載の上、下記を本文に記入し送信して下さい。

  ・氏名

  ・メールアドレス

  ・電話番号

  ・希望枚数（4枚まで）

  送付アドレス：info@yorico.jp

  5日以内に受付番号を記載した予約確認メールを返信します。返信をもって受付完了とさせていただきます。予約のキャンセルはできません。先着順の受付となります。

  当日、入場の際に代金と引き換えにチケットをお渡しさせていただきます。

  

  

  ■豊田渉平　http://shoheitoyoda6.wix.com/english#!__japanese

  

  12/24(水)兵庫・神戸「ホテルセトレ神戸・舞子内 「リストランテ・ミア・アルベルゴ」」

  HOTEL SETRE 海と大地の恵みを味わうクリスマスディナー

  出演：豊田渉平

  第一部/ 17:00〜18:00

  第二部/ 19:30～20:30

  料金フルコース (1)12,000円 (2)15,000円

  お問い合わせ078－708－3331 http://www.hotelsetre.com/

  

  12/28(日)京都「Art Space Yosuga 」

  ありのままってええんやねえフェス

  11:00〜17:00(15:00〜豊田渉平 )

  投げ銭

  

  1/18(日)京都「都雅都雅 」

  吉例八時間耐久ライブ2015

  ＜出演者（五十音順）＞ 　　

  藍田真一 　　天野SHO 　　大塚まさじ 　　河合徹三 　　さかもとふみや 　　櫻井RiN 　　SUGAR ON TOP 　　進藤了彦 　　Small Rascals（河野亘、川辺ぺっぺい、牧野麗、西村友希） 　　チョイスちゃん（西沢和弥、黒田かなで、岡林和歌） 　　豊田渉平 　　中井大介 　　ナカシオン 　　パイレーツカヌー 　　PETA 　　三尾信彦 　　三井ぱんと大村はん 　　三好ひろあき 　　ももかん（丸山ももたろう、石井完治） 　　森扇背 　　 　　

  Open12:30 Start13:00　21:00終演予定

  前売3900円（サンキュー価格！）　当日4500円 （ドリンク・フードオーダー別途要） 　　

  お問い合わせ都雅都雅　　togatoga@kyoto.zaq.jp 　　

  ピックワン　pickone@pickoneartist.com

  

  1/30(金)大阪・桃谷「Acoustic Live cafe Anie」

  豊田渉平＆竹内いちろ

  Open18:30 Start19:30

  料金3,000円（飲食別途)

  お問い合わせ 06-4305-0772

  

  1/31(土)兵庫・尼崎「浜名外科医院内・DENホール」

  豊田渉平＆竹内いちろ

  Open14:30 Start15:00

  料金2,500円

  お問い合わせ den-1833@nike.eonet.ne.jp

  

  2/1(日)京都・宇治「WAOYA」

  豊田渉平＆竹内いちろ

  Open18:30 Start19:30

  料金2,500円（飲食別途）

  お問い合わせ http://live.waoya.jp/

  

  3/21(土)愛知・一宮「Denpo-G Studio」

  豊田渉平＆竹内いちろ

  Open16:30 Start17:00

  料金2,700円

  お問い合わせinfo@denpo-g.com

  

  

  ■西村歩　http://www.ayumusic.com/

  

  2015/01/17（土）

  【福岡県福岡市】

  フィンガーピッキング・デイ2015 九州予選大会　審査＆ゲスト出演

  会場：博多リバレインホール

  （福岡市営地下鉄中洲川端駅　博多リバレイン イニミニマニモB1F）

  コンテスト開始 フリー部門14:00～、コンテスト部門16:00～

  ゲストライブ 西村 歩18:00～、打田 十紀夫18:30～

  結果発表 19:00頃予定

  開場／13:30

  料金：2,000 円

  ＜予約方法＞島村楽器 九州各店にてお申込ください

  

  2015/01/18（日）

  【福岡県北九州市】

  西村歩「ソロギターセミナー＆ライブ」

  会場：島村楽器小倉店スタジオ

  （福岡県北九州市小倉北区室町1-1-1リバーウォーク北九州3F）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：093-583-7720

  開場13:30、開演14:00

  料金：会員￥2,160（税込）、一般￥2,700（税込）

  

  2015/02/11（水・祝）

  【大分県】

  オープニングアクト：安部 潤

  会場：f sound cafe

  （大分県大分市牧1丁目 6-8）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：097-551-5380

  開場／19：00　開演／19：30

  料金：2,500円（1ドリンク付き）

  

  2015/02/13（金）

  【福岡県北九州市】

  会場：フォークビレッジ

  （北九州市小倉北区馬借3丁目3-30KNビル1F）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：093-511-2115

  開場／19：00　開演／19：30

  料金：前売2,500円　当日3,000円（要ワンドリンクオーダー）

  

  2015/02/20（金）

  【福岡県福岡市】

  会場：御縁屋

  （福岡県福岡市中央区天神3-5-12）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：092-781-1815

  開場／19：30　開演／20：00

  料金：2,500円（要ドリンクオーダー）

  

  2015/02/21（土）

  【熊本県宇土市】

  会場：cafe rest pocket

  （熊本県宇土市新松原町49-3）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：0964-23-5347

  開場／18：00　開演／19：00

  料金：前売2,000円　当日2,500円

  

  2015/02/22（日）

  【鹿児島県】

  オープニングアクト：迫田章吾、O次郎

  会場：Live HEAVEN

  （鹿児島県鹿児島市東千石町3-41）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：099-227-0337

  開場／18：00　開演／18：30

  料金：前売2,300円　当日2,800円（要1ドリンクオーダー）

  

  2015/03/19（木）

  【岐阜県】

  会場：焙煎香房　ufu CAFE

  （岐阜県各務原市鵜沼朝日町1-269-1）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：090-4404-7385

  開場／19：00　開演／20：00

  料金：2,500円（1ドリンク付き）

  

  

  ■西山隆行　https://www.facebook.com/Nishi.Nishiyama

  

  12/24(水)徳島「MusicBar Ricky」

  「キクチキカクvol.23★★★オリジナル縛り×毎月24日はにっしーの日Live in 徳島県」

  出演者：近住 俊太、加治 昇一郎 、三橋 祐太 、タナカショウタ 、山口 大輝、西山 隆行、菊池よしき

  Open19:30 Start20:00

  料金1,000円(2drink付)

  お問い合わせ 088-678-4387

  

  

  ■浜田隆史 http://www.geocities.jp/otarunay/

  

  1/21(土)北海道・小樽「 一匹長屋　」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  Open19:30 Start20:00

  料金2,500円（ワンドリンク付き）

  お問い合わせ tel : 0134-32-4049（一匹長屋）

  

  2/19(木)埼玉・南浦和「宮内家」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／南澤 大介（ギター）

  Open18:30 Start19:30

  料金2,700円（要別途オーダー）

  お問い合わせ 048-788-6033（宮内家）

  

  2/20(金)東京・町田「万象房 」

  「打田十紀夫＆浜田隆史　Blues & Ragtime」

  出演：打田 十紀夫（ギター）／浜田 隆史（ギター、歌）

  Open19:00 Start19:30

  料金3,000円（ワンドリンク込み）

  お問い合わせ http://musictown2000.sub.jp/banshowboh/

  

  2/21(土)静岡・賀茂「ヴォイジャーギターズ」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／藤原 シゲトシ（ギター、スライド）

  Start12:30

  料金　軽食、ドリンク代500円＋ミュージックチャージ（投げ銭）

  お問い合わせ　未定

  

  2/22(日)愛知・名古屋「Art & Music SPACE「源」 」

  浜田 隆史（ギター、歌）

  Open18:20 Start19:00

  料金2,500円

  お問い合わせ Tel & Fax: 052-751-2550（源）

  

  2/24(火)大阪「cafe なかちよ 」

  浜田 隆史（ギター、歌）／Yousei（ギター、歌）

  Open19:00 Start19:30

  料金2,500円（食事つき）

  お問い合わせ tel : 072-624-1980（お店） ／予約：youse.s@hotmail.co.jp

  

  2/25(水)大阪・枚方「池田珈琲」

  浜田 隆史（ギター、歌）／ゆあさ まさや（ギター）

  Open19:00 Start19:30

  料金2,000円（ドリンク別）

  お問い合わせTel & Fax: 052-751-2550（お店）

  

  2/26(木)大阪・桃谷「 Acoustic Cafe Anie 」

  浜田 隆史（ギター、歌）

  Open18:30 Start19:30

  料金2,000円（ドリンク別途）

  お問い合わせ http://www12.plala.or.jp/anie/

  

  2/27(水)岡山「音楽空間 ORiON」

  浜田 隆史（ギター、歌）／masaki μ（ギター）／Souls Fly（ギター）

  Open19:00 Start19:30

  料金2,500円（ドリンク別途）

  お問い合わせ tel : 080-6313-6966（お店）

  

  2/28(土)兵庫・姫路「みんと」

  浜田 隆史（ギター、歌）／岡本 靖朗（ギター）

  Open18:30 Start19:00

  料金1,500円（当日1,800円）

  お問い合わせTel : 090-6604-7653（みんと）

  

  3/7(土)北海道・札幌「SAMMI MUSIC 」

  浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  Open14:30 Start15:00

  料金2,000円

  お問い合わせ Tel : 090-8708-6491

  

  3/7(土)北海道・札幌「Jack in the Box」

  浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  Start15:00

  料金1,500円

  お問い合わせ 011-736-7736（ジャックインザボックス）

  

  4/14(火)東京・水道橋「ふらっとんTIMES 」

  Dakota Dave Hull （ギター）／堀尾 和孝（ギター）／浜田 隆史（ギター）

  Open18:30 Start19:00

  予約3,000円 当日3,500円（１ドリンク別オーダー）

  お問い合わせ tel : 03-5840-8466（ふらっとんTIMES）

  

  4/15(水)東京・幡ヶ谷「36°5」

  Dakota Dave Hull （ギター）／浜田 隆史（ギター）

  Open18:30 Start19:30

  予約3,000円 当日3,500円（１ドリンク別オーダー）

  お問い合わせ tel : 03-5351-3605（36°5）

  

  4/16(木)埼玉・南浦和「宮内家」

  Dakota Dave Hull （ギター）／浜田 隆史（ギター）

  Open18:30 Start19:30

  料金3,240円 （１ドリンク別オーダー）

  お問い合わせ tel : 048-788-6033（宮内家）

  

  4/17(金)大阪・梅田「三木楽器梅田店」

  Dakota Dave Hull （ギター）／ザビエル 大村 （ギター）／浜田 隆史（ギター）

  Open19:30 Start20:00

  料金3,000円

  お問い合わせ 06-6361-2211（代）＊毎週水曜定休日

  

  4/18(土)大阪・なんば「Music Bar S.O.Ra」

  Dakota Dave Hull （ギター）／ザビエル 大村 （ギター）／浜田 隆史（ギター）

  Open18:30 Start19:30

  予約3,000円 当日3,500円（1drink別）

  お問い合わせ 06-6644-9292 (JOYFUL NOISE)

  

  4/19(日)奈良「マービンズ 」

  Dakota Dave Hull （ギター）／ザビエル 大村 （ギター）／浜田 隆史（ギター）

  時間料金未定

  

  4/22(水)奈良・五條市「My Dream 」

  Dakota Dave Hull （ギター）／ザビエル 大村 （ギター）／浜田 隆史（ギター）

  時間料金未定

  

  4/23(木)三重・四日市「ガリバー 」

  Dakota Dave Hull （ギター）／ザビエル 大村 （ギター）／浜田 隆史（ギター）

  Open18:30 Start19:30

  予約3,000円 当日3,500円（1drink別）

  お問い合わせ　059-346-7321(お店)

  

  4/24(金)愛知・名古屋「Art & Music SPACE「源」 」

  Dakota Dave Hull （ギター）／ザビエル 大村 （ギター）／浜田 隆史（ギター）

  Open18:50 Start19:30

  予約3,000円 当日3,500円（1drink別）

  お問い合わせTel & Fax: 052-751-2550（源）

  

  4/25(土)岐阜・中津川「鼓土里座（ことりざ） 」

  Dakota Dave Hull （ギター）／ザビエル 大村 （ギター）／浜田 隆史（ギター）

  Open18:00 Start18:30

  料金2,500円（ドリンク別）

  お問い合わせ Tel & Fax: 052-751-2550（源）

  

  

  ■丸山ももたろう　http://shonan.cside1.com/index.shtml

  

  1/16(金)兵庫・西宮「Uncle Jam 」

  ももたろう & GINライブ

  出演　丸山ももたろう・GIN

  Open19:00 Start20:00

  料金3,000円（要2ドリンク代別途）

  お問い合わせUncle Jam TEL 0798-64-5405

  

  1/17(土)大阪・吹田「5th street」

  ハチタイ前夜祭

  出演　ももかん（丸山ももたろう・石井完治） 他

  詳細未定

  お問い合わせ　5th street TEL 06-6386-9114

  

  1/18(日)京都「都雅都雅 」

  吉例八時間耐久ライブ2015

  ＜出演者（五十音順）＞ 　　

  藍田真一 　　天野SHO 　　大塚まさじ 　　河合徹三 　　さかもとふみや 　　櫻井RiN 　　SUGAR ON TOP 　　進藤了彦 　　Small Rascals（河野亘、川辺ぺっぺい、牧野麗、西村友希） 　　チョイスちゃん（西沢和弥、黒田かなで、岡林和歌） 　　豊田渉平 　　中井大介 　　ナカシオン 　　パイレーツカヌー 　　PETA 　　三尾信彦 　　三井ぱんと大村はん 　　三好ひろあき 　　ももかん（丸山ももたろう、石井完治） 　　森扇背 　　 　　

  Open12:30 Start13:00　21:00終演予定

  前売3900円（サンキュー価格！）　当日4500円 （ドリンク・フードオーダー別途要） 　　

  お問い合わせ都雅都雅　　togatoga@kyoto.zaq.jp 　　

  ピックワン　pickone@pickoneartist.com

  

  1/19(月)京都「都雅都雅 」

  五十川祭り

  出演　丸山ももたろう・大西ゆかり・こじまいずみ・ゴトウゆうぞう・OWL・藤井茂樹・森扇背・三好ひろあき・天白真央・河合徹三・西沢和弥

  Open18:00 Start19:00

  前売3,500円　当日4,000円

  お問い合わせ　都雅都雅 TEL 075-744-1497

  

  1/20(火)京都「エル・ラティーノ 」

  桃徹ライブ

  出演　丸山ももたろう・河合徹三

  詳細未定

  お問い合わせ　エル・ラティーノ TEL 075-751-0647

  

  ■矢後憲太http://acoustic-kenta-y.jimdo.com

  

  12/27(土)埼玉・南浦和「宮内家」

  85の日ライブin 宮内家 忘年スペシャル

  Open19:00 Start19:30

  料金2,160円(1ドリンク付き)

  お問い合わせ０４８－７８８－６０３３

  

  

  ■吉川忠英　https://www.facebook.com/chuei.yoshikawa

  

  12/22(月)岩手・遠野「自然職人館」

  みちのく 忘年・クリスマスLiveツアー2014＠遠野・宮守町[自然職人館]

  出演：吉川忠英

  Start18:30

  料金2,000円(１ドリンク付)

  お問い合わせ 佐々木 麻奈子 Tel.0198-66-2234／hinatabokko09@gmail.com

  ＊宿泊希望の方は、宿泊のみ￥1,000で受け付けますので、お早めにご予約下さい

  

  12/23(火)岩手・盛岡「盛久ギャラリー」

  みちのく 忘年・クリスマスLiveツアー2014@盛岡[盛久ギャラリー ]

  出演：吉川忠英

  ゲスト：ワルツ・高橋佐登子(Vo)/奥野裕介(Vo/G)/桜井勝(B)

  Open17:30 Start18:00

  料金3,000円(１ドリンク付)

  お問い合わせ 盛久ギャラリー TEL019-651-8421

  ダゴンバサウンド TEL 090-4887-5358)

  

  12/24(水)青森・八戸「八戸ポータルミュージアムはっち 2階シアター２」

  みちのく 忘年・クリスマスLiveツアー2014＠八戸[八戸ポータルミュージアムはっち 2階シアター２]

  出演：吉川忠英

  Open19:00 Start19:30

  料金3,500円

  お問い合わせ こだわり酒房「とんでん兵」0178-24-1139

  

  12/25(木)青森・十和田「ハミング・バードII」

  みちのく 忘年・クリスマスLiveツアー2014@十和田[ハミング・バードII]

  出演：吉川忠英

  Open19:00 Start20:00

  前売3,000円　当日3,500円

  お問い合わせ　ハミング・バードll Tel.0176‐23－2300

  

  12/26(金)青森・五所川原「山ほ」

  みちのく 忘年・クリスマスLiveツアー2014@五所川原[山ほ]

  出演：吉川忠英

  Open18:30 Start19:00

  前売3,000円　当日3,500円

  お問い合わせ山ほ Tel.0173-34-3337／090-8783-2847(千葉)

  

  12/28(日)青森「DONTAKU(どんたく)」

  みちのく 忘年・クリスマスLiveツアー2014@青森[DONTAKU]

  出演：吉川忠英

  Open16:00 Start17:00

  料金3,500円

  お問い合わせ　どんたく Tel.0177-22-3665

  

  1/11(日)神奈川・鎌倉「マザーズ・カフェ」

  関東近郊Live〜Natural Style〜2015＠鎌倉[マザーズ・カフェ]

  出演：吉川忠英

  13:00 〜 15:00

  料金3,500円(1ドリンク付き)

  お問い合わせ マザーズ･カフェ Tel.0467-67-6150

  

  1/18(日)東京・目黒「Gallery Lynx-i」

  関東近郊Live〜Natural Style〜2015／チャリティーライブ＠目黒[Gallery Lynx-i]

  出演：吉川忠英

  Start16:30 17:00

  料金3,500円（チャリティーラッフル付）

  ※収益の一部は、ツシマヤマネコを守る会と福島の子供達の為に寄付されます。

  お問い合わせ ランクスアイ Tel.03-3493-1078

  

  1/24(土)埼玉・南浦和「宮内家」

  関東近郊Live〜Natural Style〜2015＠南浦和[ライブ＆カフェ宮内家]

  出演：吉川忠英

  Open18:30 Start19:00

  料金3,240円(別途1ドリンクオーダー要）

  終了後に打上げあり：参加2,160円(飲み放題＋食事）

  お問い合わせ　宮内家 TEL:048-788-6033

  MAIL: hj020066-3923@tbh.t-com.ne.jp

  

  1/30(金)東京・曙橋「BACK IN TOWN」

  SOLO Live@曙橋｢BACK IN TOWN]

  出演：吉川忠英

  Open18:00 Start19:30

  料金3,780円(別途1drink＋1foodオーダー要）

  お問い合わせ BACK IN TOWN Tel.03-3353-4655

  

  

  ■わたなべゆう　http://ukiwaboy.petit.cc/apple1/

  

  12/23(火)大阪・茨木「ＣＡＦＥ　なかちよ」

  ～わたなべゆうクリスマスライブ～

  Open14:30 Start15:00

  3,100円（なかちよクリスマスケーキ＆１ドリンク付き）

  お問い合わせ Tel: 072-624-1980

  

  1/10(土)大阪・茨木「ＣＡＦＥ　なかちよ」

  ～わたなべゆう２０１５年初めライブ～

  Open18:30 Start19:00

  3,100円（なかちよご飯付き）

  お問い合わせ Tel: 072-624-1980

  

  1/11(日)福井「Hall Bee」

  Williamプレゼンツ～日曜ロードショー～

  出演：ウィリアム、初田悦子、天然デンネンズ、GIMLET、わたなべゆう

  Open18:30 Start19:00

  前売2,000円　当日2,500円

  お問い合わせ　watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  

  1/12(月)大阪・大正「サレガマ」

  ～ウィリアム＆初田悦子＆天然デンネンズ＆わたなべゆうフォーマンライブ～

  出演：ウィリアム、初田悦子、天然デンネンズ、わたなべゆう

  詳細未定

  お問い合わせwatanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  

  1/18(日)大阪・桃谷「ＣＡＦＥ　アニィー」

  ～わたなべゆうギターレッスン課題曲『The Rose』＆『ふるさと』～

  14:00〜16:00

  料金3,000円（１ドリンク付き） ※団体レッスンになります。

  お問い合わせ 06-4305-0772

  

  1/18(日)大阪・桃谷「ＣＡＦＥ　アニィー」

  ～わたなべゆうソロライブ～

  Open16:30 Start17:00

  料金2,500円（別途１ドリンク） ※ギターレッスンに参加された方は１ドリンク付き2,500円とさせていただきます！

  お問い合わせ　06-4305-0772

  

  1/23(金)大阪・茨木「茨木市福祉文化会館　文化ホール」

  ～とんぼコンサート２０１５～

  Open18:00 Start18:30

  料金2,500円

  お問い合わせ　watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  

  2/1(日)大阪・高石「みぃあ食堂」

  ～わたなべゆうソロライブ～

  Open12:00 Start13:00

  料金3,000円

  お問い合わせwatanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  072-249-9841

  

  2/22(日)大阪・茨木「ＣＡＦＥ　なかちよ」

  ～わたなべゆう『マクの約束』＆『バクの夢』発売記念ライブ～

  ゲスト：初田悦子、アキドリ、池田安友子、上原周平

  Open18:00 Start18:30

  料金3,100円（なかちよご飯付き）

  お問い合わせ Tel: 072-624-1980

  

  2/28(土)愛知・武豊「ゆめたろうプラザ　輝きホール」

  アルケミストがフルオーケストラでやってくる！～あの空コンサート～

  出演： アルケミスト / セントラル愛知交響楽団 / わたなべゆう（gt.） / 渡辺悠（vp）

  Open16:30 Start17:00

  チケット] 大人 2,800円 / 子供 1,000円 / 親子ペア 3,500円 （当日は各500円プラス）

  ※全席自由

  ※未就学児の入場はご遠慮ください

  ※車椅子席をご利用の方は予めご連絡ください。

  お問い合わせ http://www.voicerecords.net/t/

  

  3/1(日)愛知・武豊「ゆめたろうプラザ　響きホール」

  わたなべゆうアコースティックギターコンサート　～春の音色～

  出演：わたなべゆう（アコースティックギター）　

  ゲスト：アルケミスト（歌＆ピアノ）　渡辺悠（ボイスパーカッション）

  Open12:30 Start13:00

  前売1,200円　当日1,500円※保護者（１６才以上）１名につき小学生以下のお子様２名まで無料でご入場できます。（小学生以下のお子様のみのご入場はご遠慮下さい。）

  お問い合わせ watanabeyuumaru@yahoo.co.jp



  後記

  


  ドミニク・ミラーというギタリストを初めて知ったのは、クラシックギタリスト村治佳織さんのアルバム「Transformations」に収録された曲を聴いた時です。

  スティングのサポートギタリストであり、このアルバムにもスティングの名曲「悔いなき美女」「フラジャイル」が収録されていた。

  もちろんスティングの名前は知っていたが、当時はそれほど興味がなかった。スティングがナイロン弦のギターを好んでいるというのは、これより前にマーチンからスティングモデルとしてナイロン弦のギターが発売されていたからだ。

  

  それからしばらくして、スティングの「イングリッシュマン・イン・ニューヨーク」や「シェイプ・オブ・マイ・ハート」などを知り、いいな、と思ってきていた。そして、ドミニク・ミラーというスティングをサポートするギタリストへの意識も強くなっていた。

  

  アルゼンチン出身のドミニク・ミラーは、11才でアメリカに移り住んでいるとはいえ、アルゼンチンやブラジルなどの南米音楽に強く影響を受けている。ナイロン弦のギターを使用しているが、爪を使わずに指の腹で弾いている。南米のギタリストは爪を使わない人も多いので、その影響かと思ったがそういう訳ではないようだった。なんとなくのイメージを持ってはいけないなと感じています。

  

  今回のインタビューでは、サポートギタリストの心構えというか、意識の持ち方によってその音楽の完成度がかなり変わってくるのではないかと、強く感じました。フィル・コリンズやスティングとの出会いは偶然や幸運ではなく、ドミニク・ミラーの演奏能力と合わせて、サポートギタリストとしての矜持が長年の良好な関係につながっていると思います。

  ギターファンだけではなく、特に若いギタリストには読んでもらいたい記事となっていますので、是非一読いただきたいです。

  

  

  シゲエダ ユズル

  

  


  


  Acoustic Guitar World



  ・web：http://www.aco-world.com/

  ・Facebook：http://www.facebook.com/acoguitarworld

  ・Twitter：https://twitter.com/AcoGuitarWorld

  

  問い合わせ：info@aco-world.com
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